安全 、 ス ピー ディ な 連 設 ・ 解 体 作 業 を 実現 。 
セー フ テ ィ SK パ ネル 


は じ め に 


LMCO 


セー フ テ ィ SK パ ネル は 、 吊 り 足 場 か ら の 墜落 災害 の 撲滅 を 願っ て 開発 され た 
SBINOSIG 

橋梁 の 吊り 足場 は 、 こ れ ま で 丸太 や 単 管 を オ ェ ー ン で 吊り 、 足 場 板 を 敷く と い 
う 方 法 で 架設 さむ て きま し た 。 

し か し 、 そ の 「 避 ける こと の で き な い 危険 な 作業 」 の た め に 数 多く の 事故 が 起き 、 
多く の 尊い 人 命 が 和 失わ れ て きま し た 。 

また まさ に 「 命 綱 」 で ある 安全 帯 の 使用 を 義務 付け て も 安全 帯 を 掛け る こと 自 
体 が 困難 な ケー ス も 多く あり まし た 。 

我々 は 、 そ の 原因 は 足場 の 構造 と 作業 手順 を の も の に ある と 考え 、 従 来 の 吊り 
足場 の 構造 を 一 枚 の パネ ル に 収め た 結果 、 誰 に で も で きる 簡単 な 工法 と 、 安 
全 性 ・ 信 頼 性 を 実現 する こと が で きま し た 。 

さら に は セー フ テ ィ SK パ ネル は 安全 性 の みな ら ず 作業 者 の 重労働 を 軽減 し 、 
不安 の な い 作業 環境 も 提供 で きる よう に な り ま し た 。 


し か し な が ら 正 し い 使用 方 法 や 正しい 作業 手順 を 守ら な けれ ば セー フ テ ィ SK 
パネ ル 本 来 の 安全 性 を 実現 する こと は で きま せん 。 

多く の 事故 は わずか な 不 注 意 や 勘違い 、 手 順 ミ ス に よっ て 引き 起こ され ます 。 
また 、「 安 全 な は ず 」 の 過信 も 禁物 で す 

慣れ 、 油 断 や 「 こ の くら い は 大 丈夫 」 が 命取り に な る 場合 も 多く あり ます 。 

本 マニ ュ ア ル を 理解 し た 上 で セー フ テ ィ SK パ ネル を 正しく 利用 し て 安全 な 現場 
環境 に し て くだ さい 。 


そし て 作業 者 の 安全 は も ちろ ん 、 施 工 に あたっ て は 工事 に 関係 の な い 第 三 者 に 
災害 を も た ら す こと は 絶対 に あっ て は な ら な いこ と で す 。 
自ら の 安全 を 守る と と も に 一 般 通行 者 に 対す る 安全 確保 も 最 重要 事項 で す 。 


本 マニ ュ ア ル に 書か れ て いる こと は セー フ テ ィ SK パ ネル の 基本 的 な 共通 事 
項 で あり 一 例 で す 。 
各 現 場 で 現場 状況 に 応じ た リス クア セス メン ト を 行なっ て 作業 手順 書 を 作成 
し 、KY 活 動 に お いて 全員 周知 徹底 し た 上 で 正しく 作業 を 行なっ て くだ さい 。 
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(の) セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 の 特長 と 注意 点 


セー フ テ ィ SK パ ネル は 従来 工法 と 比べ 優れ た 特長 が あり ます 。 
た だ し 、 そ の 特長 ゆえ の 注意 すべ き ボ イン ト が あり ます 。 


従来 の 吊り 足場 は 「 チ ェ ー ン を か ける 」「 親 パイ プ を 流す 」 な どの 危険 な 作 
業 を 終え 、 最 後に 落下 防止 ネッ ト を 張り 、 初 め て 安全 が 確保 さき れる と いう 予 
盾 を か か えた 危険 な 工法 で し た が 、 セ ー フ ティ SK パ ネル は それ 自体 が 完成 
され た 足場 ユニ ッ ト で す の で 、 和 足場 を 組み 進め て いく 作業 が 全て 足場 の 上 で 
安全 に 行なう こと が で きま す 。 

し か し な が ら こ の こと は 安全 和 帯 の 使用 の 必要 が な い 、 と いう こと で は あり ま 


安全 な 作業 せん 。 万 が 一 、 何 か が あっ た 場合 に 安全 帯 は 最後 の 切り 札 と な る も の で す 。 
吊り 足場 に 限ら ず 、 高 所 や 足場 か ら の 墜落 事故 の ほとん ど が 安全 帯 不 使用 
に よる も の で す 。 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 は 高い 位置 に 簡単 に 安全 帯 フ ッ ク を 掛け る こと が 
で きる 工法 で す 。 組立 ・ 解 体 作業 時 に は 必ず 安全 帯 を 使用 し て くだ さい 。 
また 、 移 動 時 も 必ず 常時 フッ ク が 掛か っ て いる よう に し て 移動 し て くだ さい 。 
材料 の 運搬 者 も 組立 ・ 解 体 作業 エリ ア で は 必ず 安全 帯 を 使用 し て くだ さい 。 
安全 帯 の 使用 ・ 不 使用 は 「 自 分 の 命 は 自分 で 守る 」 か どう か の 選択 で す 。 


従来 の 刷り 足場 は 親 パ イプ や コロ バシ や 足場 板 を どの よう に 組み 立て て いく 
か 、 ま た 解体 し て いく か 、 を 常に 考え な が ら 注 意 を 払い 作業 を 行なう こと が 必 
須 で し た 。 そ の 理由 は 、 作 業 を 間違え る と うま く 足 場 が 組め な い だ け で な く 、 
材料 を 落し た り 自 分 が 落ち た りす る か ら で す 。 

セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 は 少な い 部 材 と 、 簡 単 な 送 り 出し 作業 で り 足場 が 
簡単 に 設置 で きま す 。 解体 時 も 同様 で す 。 この こと に よっ て 、 作 業 が 単純 な 

簡単 な 施工 1 繰返し 作業 (ルー プ 作 業 ) に な り 、 注 意 力 の 低下 に 陥り が ち で す 

特に 解体 時 に は 単純 な ルー プ 作 業 に 陥る と 、 設 置 時 に 通常 と 異な っ た 組み 方 
が され て いる 箇所 を 見 落と し 、 そ の まま 同じ よう に 解体 し て し まう お それ が あり 
ます . 

作業 中 は 電 に 「 高 所 に いる 」 認 議 を も ち 、 ま た 作業 を 始め る 前 に は まず 解体 
予定 部 分 を ナ ェ ッ ク し 、 何 か 普通 と 変わ っ た 点 は な いか を 確認 する こと が 重要 
で す 。 チ ェ ッ ク は 一 人 で は な く 、 で きる だ け 二 人 以上 で 行なう よう に し て くだ さい 。 


従来 の 吊り 足場 は 高度 な 技術 を 要する た め 、 優 れ た 熟練 工 が 作業 を 行なっ て 
いま し た 。 ま た 熟練 工 が 経験 の 浅い 作業 員 を 常時 監督 ・ 指 導 し な が ら 作業 を 
行なっ て いま し た 。 そ れ だ け 危 険 も 大 きか っ た か ら で す 。 

セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 は 単純 な 作業 で 誰 に で も 簡単 に 吊り 足場 が 設置 で き 
ます 。 こ の こと で 吊り 足場 の 知識 や 経験 が あま りな い 初 心 者 に 対す る 監督 指 
導 や 、 危 険 を 認識 させ る こと が 怠ら れ が ち に な る 可能 性 が あり ます 。 

職長 や 班長 は チー ム の 不安 全 行 動 や 間違っ た 手順 を 是正 し 、 正 し い 手順 と 安 
全 確 保 を 監督 ・ 指 導 し て くだ さい 。 


簡単 な 施工 2 
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| ) セー フ テ ィ SK パ ネル の 構造 


従来 の 吊り 足場 の 構造 は ひ ② が 吊り 部 、③ て ⑩ が 本 体 足場 の 構成 部 材 で 
あり 、 そ れ ら の 部 材 は 全て 現場 で 組み 立て られ る 仕組 み で し た 。 

これ に 対し セー フ テ ィ SK パ ネル は ③<⑩ を 一 体 化し 工場 で 一 枚 の パネ ル ユ 
ニッ ト と し た プレ ハブ 式 の 吊り 足場 で す 。 


① チ ェ ー ン クラ ンプ 
② 吊 り チ ェ ー ン 
③ 親 パイ プ 
④ 親 パイ プ 忠 結 用 クラ ンプ MM) 沈 ェ ー ン クラ ンプ 
コロ バシ パイ プ 

⑧② 吊 り チ ェ ー ン 
⑥ コ ロバ シ パ イプ 緊結 用 クラ ンプ = 5 
の 足場 板 ③ セ ー フ ティ SK パ ネル 
⑧ 足 場 番 線 
⑨ 安 全 ネ ッ ト 
⑩ ネ ッ ト 用 ロー プ 


パネ ル は 作業 床 と し て に みな ら ず ア サガ オ (側面 防護 工 ) と し て も 本 体 中 電 
に 簡単 に 取り 付け る こと が で きま す 。 

また 、 ジ ョ イン ト は 片側 が 長 穴 の 両用 運 結 ジョ イン ト と な っ て お り 、 特 別 な 
部 材 な し に パネ ル だ け で カー ブ に 対応 し た 呈 り 足場 を 簡単 に 設置 する こと が 
で きま す 。 


(2) セー フ テ ィ SK パ ネル 各部 の 名 称 図 


ジョ イン ト 固 定 ボル ト 用 穴 直線 連結 ジョ イン ト A 部 単 ク ラン プ 取 付図 
吊り リン グ 用 穴 
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(4) セー フ テ ィ SK パ ネル 構成 部 外形 寸法 図 
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@ 3.0m 型 


(4) セー フ テ ィ SK パ ネル 構成 部 外形 寸法 図 
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(5) セー フ テ ィ SK パ ネル 型式 一 覧 お よび 部 材 の 性 能 


安全 率 S 三 2 角度 別 の 参考 軸 力 増加 率 
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ーーー ポ 


@ 3.85m 型 


745 
660 


則 


人 


3850 
2190 
AA の) 
AA AA ペペ 
ペペ ペペ ペン 
こし 
2 腕 SS 
_ 1 
AAAAAAAAAAAAW 


ペン 


Ny 
Ny 


1875 


63(HSW の み 60) 


ーーー 


ーー 一紀 


※ エ キス バン ド メ タ ル タ イ プ は 吊り リン グ は 装着 し て お り ま せん 。 
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ーー 6 一 一 一 


鉛直 
床 材 の 材質 及び 仕様 鉛直 か ら の 増加 率 ルー プ 吊 り (kg) 
0 ーー 430 
HSA620A T (L=2000) 24.3 | 6.7 (680) 本 26 
Ss 記 スム 、 ム 、 第 ! 0 423 
HSA630A_T (L=3000) 0 34.8 | 4.1 (420) 15* 415 
20* 404 
HSA638A T (L=3850) 44.0 | 3.2 (330) 25* 389 
30" 372 
HSW620 (L=2000) 27.2 | 6.0 (610) 35" 352 
40? 329 
HSW630 (L=3000) 水 型 コ ン パ ネ | 40.1 | 3.8 (390) 45* 304 
HSW638 (L=3850) 50.0 | 2.7 (280) 
HSA620M (L=2000) 25.0 | 6.4 (650) 
HSA630M (L=3000) 35.5 | 4.2 (430) 
エキ スパ ンド メタ ル 
HSA638M (L=3850) 45.3 | 3.2 (330) ラ 
O 
※ 各 製品 の 仕様 は 、 改 良 の た め 予 告 な く 変更 する 場合 が あり ます 。 角度 が 小さ い 場 合 の 影響 は 小さ い が 、 角 度 が 大 きく な る に 従 
い 軸 力 は 急激 に 大 きく な る 。 


で きる だ け 小 さ な 角 度 で チェ ー ン を 設置 する こと 。 


2 ALJMCO 


上 湊 


(6) オプ ショ ン 部 材 外形 寸法 図 ・ 詳 細 図 1) 工法 と 安全 性 


@⑯ SK パ ネル 専用 すき 間 防 護 材 セー フ テ ィ SK パ ネル の 工法 は D「 チ ェ ー ン クラ ンプ を 取り 付け る 」② 「 吊 り 
(SK プ レー ト ) チェ ー ン を か ける 」③「 セ ー フ ティ SK パ ネル を 取り 付け る (連結 する )」、 以 
上 の 3 工程 の 繰返し に よっ て 叱り 足場 が 架設 で きる 非常 に 簡単 な 工法 で す 。 
緊結 金具 (自在 クラ ンプ ) 床板” SK プ レー ト SK プ レー ト 用 ) 金具 に 床板 この パネ ル 自 体 が 、 従 来 工法 の 親 パ イズ クラ ンズ 、 コ ロバ シ パ イズ 、 足場 
“ 板 、 安 全 ネッ ト を 構成 し (て いる た め 、 従 来 の 吊り 足場 で 最も 危険 と され る ① 
| 」 桁 の フラ ンジ や 対 傾 構 に 乗っ て チェ ー ン クラ ンプ と チェ ー ン を 取り 付け る ( 外 
パル 人 交 ーーー----|| 導 フ レー バフ す ) 、② 「 ぶ ぷら 下がっ て いる チェ ー ン の 中 を 狙っ て 親 パイ プ を 流す 」、③ 「 所 
ググ ググ ka れる 親 バ イプ に 乗っ て コロ バシ を 取り 付け る 」、④ 作 業 床 か ら 下 に 大 きく 身 
〇 @ NYX NAS ン 草 

1 ペペ を 乗り 出し て ネッ ト を 張る 、 等 の 作業 工程 が な く な り 、 ま た これ ら の 障 落 の 
豆 逢 敵 ペペ KA へ W 危険 性 が 最も 高い これ ら の 工程 を 終え て か ら 安 全 ネッ ト を 張る と いう 矛盾 も 

ン ペペ ペペ ペペ ベ ペペ ベス ペペ を 旨 

有 の AAAAAAA 解消 し まし た 。 

NANA 進行 方 向 ( 親 パイ プ 方 向 ) の パネ ル 両 端 に は 専用 の 連結 ジョ イン ト が 組み 


込ま れ て お り 、 パ ネル どう し を 簡単 に 連結 する こと が で きま す 。 また この ジョ 
イン ト は 片側 が 長 究 の 両用 連結 ジョ イン ト と な っ て お り 、 カ ー ブ に 対応 し た 
3 2 叩 り 足場 を 簡単 に 設置 する こと が で きま す 

S K プ レー ト 用 金具 
吊 リ チェ ー ン 緊結 金具 (自在 クラ ンプ ) 


親 フ レー ム パ イプ 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 


AA 断面 図 


、 ン SK プ レート ツリ チェ ー ン クランプ 和 を り 付け る | ] 枚 目 の セ ー フ ティ パネ ル を 取り 付け る 【P12、P24 参 照 】 


② 吊り チェ ー ン を か ける の 
⑧③ 親 パイ プ を 流す ① チェ ー ン クラ ンプ を 取り 付け る 


〔 1 


② 吊り チェ ー ン を か ける 


④ コロ バシ パイ プ を 取り 付け る 語 8 
。 6 _ ③ セー フ テ ィ SK パ ネル を 取り 付け る (連結 する ) 
0 幸人 以下 ①ー③ の 繰返し 
⑥ 安全 ネッ ト を 張る 上 
床板 受け 補強 材 親 フ レー ム 親 フ レー ム 床板 受け 補強 材 
205850NN の NEDOSIRU た mmー ン クラ ング と り チェ ー ン を か ける 」、 へ 
「 セ ー フ ティ SK パ ネル どう し を 連結 し て 取り 付け る 」、 に よっ て 成り 立っ て いま 
す 。 この こと は セー フ テ ィ SK パ ネル の 安全 性 も 、 こ れ に よっ て 成り 立っ て い 
⑳ SK プ レー ト 寸 法 図 2 半 
OUYSO IE 電 ら GEO 
重量 は 吊り チェ ー ン が 支え 、 安 定性 は パネ ル ど うし が 連結 され る こと で 生み 
出さ れ ま す 。 連結 され て いな い パ ネル は チェ ー ン で 吊 ら れ て いる 部 分 で 回 転 
⑳⑩ SK プ レー ト 用 J 金 具 還 0 - 
760 LESSF (「 て ん びん 」 状態 に な り ま す )。 
M ] この こと は 、 特 に 解体 時 に お いて 、「 安 全 」「 危 険 」 を 判断 する 非常 に 重要 
な ポイ ント に な り ま す の で し っ か り と 理解 し て 、 作 業 時 に は 必ず 自分 の 乗る 
ジジ ポジ ジジ ジジ ペン ポジ ジジ ジジ 1 。 100 、 パネ ル が 「 チ ェ ー ン は よい か 」「 連 結 は され て いる か 」 確認 する 習慣 を 身 に 信 
ペペ NNN べべ 25 の MM 8 
ペン ペン ペン ペン ペン ペン ペン ペン ペン ペン ペン ペン - こ で 5 
ジル 人 半 人 U 
ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ ペペ KN べべ 
光 燃 炎 会 会 会 壮 炎 火炎 セー フ テ ィ SK パ ネル の 計画 の 作成 に お いて は 、 労 働 安 
NN 76 有 cm 0 いと ロー 
ジグ 迷 半 半 迷 半 半 半 ] 全 衛 生 規 則 で 定め る 有 資 格 者 の 参画 、 お よび 組立 に お い 
て は 足場 の 組立 等 作業 主任 者 を 選任 し 、 労 働 安 全 衛生 規 
質量 : 5.4kg/ 枚 質量 : 0.2kg/ 本 計画 作成 則 に 従っ て 作業 を 行なっ て くだ さい 。 ま た 、 地 上 で の 運 
資格 搬 等 を 除く 足場 の すべ て の 組み 立て 、 組 み 替 え 、 解 体 の 
作業 に 関わ る 作業 者 は 足場 の 組立 等 作業 従事 者 の 特別 教 


育 を 受け た 者 が 行なっ て くだ さい 。 


ALJMCO ーー 一 0 ALJMCO 


(2) 従来 の 工法 と の 比較 


田 セ ー フ ティ SK バ ネル 工 法 と 従来 工法 の 比較 図 (ボッ クス 桁 で の 例 ) 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 従来 工法 
〔 
ーー ーー ーー ーー 
「 1 1 H H 「 | 
A 3.850 | 3.000 | 3.850 | A 
B 一 B 断 面 見 下げ 
A 一 A 断 面 見 下げ 1100 2920 2680 2920 1.100 
親 パ イプ . 
1230 。 2770 2700 2770_ 1230 il 
コロ バシ パイ プ 
吊り チェ ー ン 上 上 っ 
作 置 
人 0 人 パネ ル 足 坦 る | 上 」 
吊 リ チェ ー ン | 
位置 吊り に 
[ンチ ェ ー ン 川 
位置 
Y* 足場 板 
] 10.700 - ] 10720 1 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 


単位 
に 5 


質量 (kg) 


従 


落下 記 


単位 


数 量 音量 (kg) 


質量 (kg) 


アル ミ 3m 151 枚 34.8 5254.80 | 単音 (の 48.6) 5m 132 本 | 13.650 | 1,801.80 
ヶ 3.85m | 302 枚 44.0 13288.00 ク 4m 448 本 | 10.920 | 4.892.16 
チェ ー ン 4m 608 本 2.68 1.629.44 ク 3m 224 本 8.190 | 1,834.56 
自在 クラ ンプ | 304 個 0.70 202530 還 2 ニョ ニン 404 本 2.680 | 1,082.72 
吊り 金具 608 個 2.00 1.216.00 | 吊り 金具 404 個 2.000 808.00 
自在 クラ ンプ 176 個 0.700 123.20 
上 直交 クラ ンプ 1,792 個 0.700 | 1,254.40 
直線 ジョ イン ト 38 個 0.800 30.40 
合板 (240x24) 4m 1,120 枚 | 20.000 | 22,400.00 
ラッ セル ネッ ト 3mx6m 17 枚 7.200 122.40 
の 5mx10m 20 枚 | 19.000 390.00 

PP ロー プ 1,460 本 
番 線 540 本 0.075 40.50 


計 ) 21601.04 


講 ) 34.770.14 


21601.04kg ょ 1,070mi =20.19kg /m 


34.770.14kg ょ 1,072mf =32.43kg プ nm 
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① 一 列 目 一 枚 目 の SK パ ネル を 取り 付け る 。 
橋脚 上 か ら (また は 昇降 設備 が ある 場合 は その 最 
上 段 か ら ) 主 桁 等 の 吊り ポイ ント に 4 本 の チェ ー ン 
クラ ンプ を 設置 し 、 チ ェ ー ン を 取り 付け ます 。 * 
吊り ポイ ント に 取り 付け られ た 4 本 の チェ ー ン を 1 枚 
目 の SK パ ネル の 親 フ レー ム 両 端 内 側 に か け 、 クラ 
ンプ 等 で 横 ズ レ 防 止 処 置 を 行ない ます 。 


| | 


ツン 
横 ズ レ 防 止 装置 
(クラ ンプ 等 ) 


作業 員 は 必ず 橋脚 より 安全 帯 を か け 、 作業 を 行なっ て くだ さい 。 


安全 帯 


抜け 止め フッ ク 付 チェ ー ン 以外 の 

フッ ク 付 チェ ー ン (抜け 止め 機能 が 還 

な い ) を 利用 する 場合 は 、 フ ッ ク 四 

が チェ ー ン か ら 脱 落 が な いよ う 、 必 還 還 
脱落 防止 ず テ ー プ を 張る な ど し て 、 脱 落 防 

止 処置 を 行なっ て くだ さい 。 作業 は 

必ず 2 名 1 組 で 行なっ て くだ さい 。 


従来 の 工法 


① 詩 桁 に チェ ー ン を 取り 付け る 

従来 の 工法 で は 高 所 作業 車 等 が 使え な い 場 合 、 チ ェ ー 
ン の 取り 付け は 図 の よう な 方 法 で 行なう こと と な り ま す 。 
主 桁 の ドド フラ ンジ 部 、 対 傾 構 等 を 利用 し て 、 足 場 板 を 
引き な が ら チ ェ ー ン の 取り 付け を 行ない ます 。 

この 作業 に は 非常 に 危険 が 伴う の で 、 高 度 な 技術 を 
持っ た 熟練 工 の み が 作 業 を 行ない ます 。 この 時 、 チ ェ ー 
ン の フッ ク は 両方 共 必 ず か け 、 テ ー プ を 張る な ど し て 、 
脱落 防止 処置 を 行ない ます 。 


画 工 法 比較 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 


②③ 一 枚 目 の SK パ ネル を お ろ し 、 フ レ 止 め 処 
置 を 行なう 。 
① の 処置 を 行っ た 1 枚 目 の SK パ ネル に 直交 クラ ン 
プ で 左 有 有 に フレ 止め の 単 管 パ イプ を 取付 け 静 か に 
設置 ポイ ント まで 下ろ し ます 。 フ レ 上 止め の 単 管 は 桁 、 
橋脚 等 の 構造 物 に し っ か り と 固定 し ます 。 


フレ 止め 処置 が 完了 ア し て いな い 1 枚 目 の 
SK パ ネル に は 絶対 に 乗ら な いで くだ さい 。 


② 親 パイ プ を 流す 


① の 図 の 方 法 で チェ ー ン を 取り 付け た ら 、 橋 脚 上 よ 
り 1 本 め の 親 パイ プ を チェ ー ン の 間 に 通 し ます ,。 
この 時 パイ プ の 端 を 持っ て チェ ー ン の 間 に 通 す の で 、 
持っ て いる パイ プ の を 落下 させ な いよ う 注 意 を 払う 
必要 が あり ます 。 一 度 矢 敗 する と チェ ー ン が 大 きく 
揺れ さら に 作業 が 困難 に な り ま す 。 


吊 リ チェ ー ン 


親 パ イプ 


LMCO 


画 工 法 比較 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 


③1 枚 目 の SK パ ネル の 上 か ら 2 ②③④ チェ ー ン を 2 枚 目 の SK パ ネ ⑤2 枚 目 の SK パ ネル を 1 枚 目 の SK ⑨3 枚 目 以降 の SK パ ネル を 取り 付け て いく ⑦ チ ェ ー ン 回 り の すき 間 を 保護 する 
枚 目 の SK パ ネル の チェ ー ン ル に 取り 付け る バネ ル に 接続 する 3 枚 目 以降 は ③ て ⑥ の 手順 ・ 工 程 を 繰返し 、SK パ ネル 3 枚 目 以降 は ③ て ⑤ の 手順 ・ 工 程 を 繰返し 、SK パ 
を か ける ③ で 取り 付け た チェ ー ン を 1 枚 目 の ④ で 2 本 の 吊り チェ ー ン を 取り 付け た を 組み 進め て いき ます 。 ネル を 組み 進め て いき ます 。 


吊り 足場 が 2 列 以上 の 場合 は 2 列 目 の SK パ ネル と 1 
列 目 の SK パ ネル を 自在 クラ ンプ で 緊結 し な が ら 2 


1 枚 目 の SK パ ネル の 上 か ら 前 方 約 パネ ル 上 で 2 枚 目 の パネ ル に 取り 2 枚 目 の パネ ル を ゆっ くり と お ろ し 、 取付 けた パネ ル の チェ ー ン の 長 さ を 再 調節 する 場合 は 必 


30m 位 の 所 に 各 主 桁 下 ノラ ンジ 部 付け ます 。 少し 前 方 に 送り 出し 、 2 枚 目 の パネ ル ず 1 枚 前 の パネ ル の 上 より 行なっ て くだ さい 。 
に 左 右 1 ヶ所 づつ 、 合 計 2 本 の の 凹 穴 (メス 穴 ) を 1 枚 目 の パネ ル の 安全 帯 の フッ ク は 直近 の チェ ー ン クラ ンプ に 盛り 替え て 作 列 目 を 組み 進め ます 。 き 
チェ ー ン を 取り 付け ます 。 ジョ イン ト (オス ) に 合わ せ 、 戻 す よ う 業 を 行ない ます 。 最後 に SK パ ネル どう し の 横 接 続 部 分 の すき 間 を S 

に し て 差し 込み ます 。 2 枚 目 の パ ネル K デ レー ト で 抹 ぎ ます 


量 は 吊り チェ ー ン が 支え て ます の で 
楽に 作業 が 行なえ ます 。 次 に 脱落 防止 
ピン を 差込み 、 ジ ョ イン ト 固 定 ボル ト 
を 締め 付け れ ば 2 枚 目 の SK パ ネル の 
取付 は 完了 で す 。 


チェ ー シ グ クラ ンプ 


板 桁 チェ ー ン クラ ンプ 


フラ ンジ フラ ンジ 


橋脚 


従来 の 工法 


③⑧ コ ロバ シバ イプ を 取り 付け る ④ 足 場 板 を 敷く 


② の 図 の 要領 で 親 パ イプ を 流し た ら 、 コ ロバ シ パ イ 
プ を 取り 付け ます 。 図 の 様 に パイ プ や 仮 足場 板 に 足 
を か け て の 作業 と な る の で 、 熟 練 工 が 作業 を 行 な 
いま す 。 作業 中 は 安全 帯 を チェ ー ン 等 に か け 、 工 具 
に は 、 沙 下 防止 の ほ モ を 付け ます 。 ま た 、 パ イプ の 
取り 付け に は クラ ンプ を 使用 する の で クラ ンプ の 沙 
下 に 注意 が 必要 で す 。 


H ガ 
/ 


仮 足場 板 コロ バシ パイ プ 
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コロ バシ パイ プ を 取り 付け た ら 、 足 場 板 を 敷き 、 落 
下 防止 ネッ ト を 張り ます 。 足場 板 は 、 ネ ッ ト の 取り 
付け 位置 の そば に 進行 方 向 に 沿っ て 敷き な ら べ 、 
番線 で 固 縛 し ます 。 こ の 時 、 全 面 に 足場 板 を 敷く と 
ネッ ト を 張る こと が で き な く な る の で 、 ネ ッ ト を 張り 
や すい よう に 、 隙 間 を あけ て 敷き ます 。 


⑤ 落 下 防止 ネッ ト を 張る 
③④ で 足場 枚 を 敷い た 後 で 落下 防止 の 水平 安全 ネッ 
ト を 張り ます 。 作業 は 足場 板 の 上 か ら 覗 き 込 む よ 
うに 大 きく 体 を 下げ て 手 を 伸ばし ネッ ト を 繰り 出し 
て ネッ トロ ー プ で 括り 付け ます 。 ネ ッ ト は 一 番 下 側 
に 張る の で ネッ ト の 落下 に も 注意 が 必要 で す 。 


が yyyZ 
の 

0000000000AAAOAAAOOOOACOOOAAOOOOOOO2O グ O 

OOAOVVVVAAAAO 


落下 防止 ネッ ト 


(@ 足 場 板 を 全面 に 敷き 、 シ ー ト を 張る 


落下 防止 ネッ ト を 張っ た ら 足 場 板 を 全面 に 敷き ます 。 
足場 板 は 全面 に 敷き ます が 、 番 線 固 定 する 部 分 は 若 
干 の 隙間 が で きま す 。 
次 に 防 炎 シー ト を 張っ て 養生 し ます 。 シ ー ト は 釘 で 打 
ち 付 け 固 く 止め ます 。 


ALJMCO 


ー 作業 の 前 に 一 安全 帯 使用 の 具体 化 


一 般 的 な 建築 用 足場 や 高 所 作業 全般 に つい て も 、 安 全 帯 は 非常 に 重要 で 、 か つ 最 後 の 切 り 札 と な る 隊 
落 防 止 装備 で す 。 ま し て や 、 下 に 何 も な い 吊 り 足 場 に お いて は 、 も し 足元 に 何 か 破 綻び あれ ば 、 墜 落 を 
止め る の は 唯一 、 安 全 帯 の み で す 。 吊り 足場 の 組立 ・ 解 体 に お いて は 安全 帯 の 常時 使用 は 必須 で す 。 
但し 、 こ れ に つい て は 使用 者 側 、 管 理 者 側 と も 「 必 ず 安 全 帯 を 使用 する こと 」 だ け で は な く 、 具体 的 に 「 ど 
の 作業 の 時 に は どこ に 、 ど う 取 り 付け る 」 の 具体 化 が 重要 で す 。 作業 手順 書 作 成 時 は 各 手 順に お いて 安 
全 帯 の 掛け る 場所 ・ 使 用 方 法 に つい て 明確 に し て お く 必 要 が あり ます 。 

また 、 上 吊り 足場 に 限ら ず 、 過去 の 多く の 墜落 事故 に お いて は 安全 帯 は 装着 し じ し て お り 、 使 用 する 意思 も あっ 
た が 、 掛 ける 適切 な 場所 が が な か っ た 、 と いう 事例 も 多く あり ます 。 

足場 の 管理 者 、 職 長 ・ チ ー ム リー ダー は 作業 箇所 に お いて 、 作 業 す る 人 数 分 の 安全 帯 の 安全 な 取り 付け 
設備 が 確保 され て いる か 事前 に 確認 し 、 準 備 し て お く 必 要 が あり ます 。 


セー フ テ ィ SK パ ネル 工法 と 完成 し た 足場 状態 


ーー 


近年 の 安全 帯 の 主流 は 胴 ベ ルト 式 か ら フ ル ハ ー ネ ス タイ プ に 変わ っ て き て いま す 。 
隊 落 時 に は 胴 ベ ルト 式 に 比べ 安全 上 の メリ ッ ト が あり ます が 、 若 士 の リス ク も あり ます 。 


フル ハー ネス タイ プ の メリ ッ ト 

時 多く の も の は 二 丁 掛け が 標準 装備 と な っ て いる 。 

還 落下 の 大 き な 衝 撃 を 体 幹 各 部 で 分 散 し て 受け る 。 

周 落 下 確保 時 の 姿 勢 が 脊椎 や 内 臓 に 負担 が 少な く な る よう 設計 され て いる 。 
中 ベル ト か ら 体 が 抜け 落ち る 危険 が な い 。 

還 多く の も の は ラン ヤー ド に ショ ッ ク ア ブ ソ ー バ 機能 が ある 。 


フル ハー ネス タイ プ の リス ク 

帳 ラン ヤー ド の 取り 付け 位置 が 腰 ベ ルト 式 よ り 高 いた め 、 藩 下 距 離 が 胴 ベ 安 
ルト 式 よ り 40cm 程 度 大 きく な る 。 
(比較 的 低い 場所 で の 使用 時 は 胴 ベ ルト 式 より 地面 衛 突 の リス ク が 大 きく 
な る た め 注 意 ) 

財 着脱 に 時 間 が か か り 、 工 具 や 電動 工具 も 装着 し た 状態 で 水 に 落下 し た 場 
合 は すぐ に 水中 深く 沈む 。 この と き 胴 ベル ト 式 に 比べ 、 短 時 間 で は 装備 を 
体 か ら 外 すこ と が で き な い 。 

※ 海上 ・ 河 川上 で の 作業 で は フル ハー ネス を 付け た まま 落ち れ ば 確実 に 水中 
深く 沈む 認識 を も っ て 安全 帯 は 常時 使用 する 。 


安全 帯 使用 の 基本 
財 フッ ク は 腰 よ り 高い 位置 の 頑丈 な 場所 に 掛け る 。 

時 フッ ク が で きる だ け 真 っ 直ぐ (下向き に 下がる ) に な る よう に 掛け る 。 意 
軒 回 し 掛け は 必ず フッ ク が 下 側 に な る よう に し 、 ね じ れ ・ か ら ま り の な いよ うに 掛け る 。 

財 1 本 の 親 綱 、1 個 の チェ ー ン クラ ンプ に は 二 人 以 上 は 同時 に 掛け な い 。 


LL ーーー ェ ーー か 男 これ か ら 取 外し を 行なう 部 材 に は 安全 帯 は 絶対 に 掛け な い 。 
U // 誠 。 - 和 央 論じ 9 画 一 本 掛け は 必ず 先 に 盛り 替え る 場所 に フッ ク を 掛け て か ら 、 掛 け て いた 前 の フッ ク を 外す 。 
ーー て 画 材料 の 運搬 者 も 組立 ・ 解 体 作業 区 域 で は 安全 帯 を 使用 する 。 
半 7 (6 0 画 作業 前 に は 毎日 点検 する 。 


還 ラン ヤー ド (フッ ク の ベル ト ・ ロ ー ブ ) は 消耗 品 で ある 。 劣化 し た も の は 早め に 交換 し て お く 。 
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組立 作業 の 手順 (既設 橋 板 桁 高 所 作業 車 を 用 いな い 標 準 的 な 手順 例 ) 


沼 ミ % Sm 送還 き ー 


足場 等 の 組立 ・ 解 体 工 事 は 結果 と し て の 出来 形 は 同じ で も 、 そ の 作業 手順 が 正しい か 、 正 し く な いか に 
より 作業 中 の 安全 ・ 危 険 に 大 き な 差 が で ます 。 ま た 「 慣 れ 」 が 出 て くる と 勝手 な 判断 や 思い 込み に よっ て 


正しい 手順 が され な く な っ て いく こと も あり ます 。 


ある い は 施工 スピ ー ド の み を 考え て 手順 を 省略 し た り 、 勝 手 に 変え た りす る と 事故 発生 の リス ク が 大 きく 


な り 、 も し 事故 が 発生 し た 場合 は 結果 的 に 工期 の 大 幅 な 遅延 に つなが り ま す 。 


「 安 全 な 工法 」 は 「 正 し い 手 順 」 に よっ て 生ま れ ま す 。 ま た 、 監 督 者 ・ 指 揮 者 、 チ ー ム リー ダー は 手順 を 
憶え る と と も に 、 そ の 手順 を 守ら な いと な ぜ 人 危険 で ある の か も 理解 し て 監督 指導 を 行い 、KY ミ ー テ ィ ン 


グ 等 で 作業 者 に 「 な ぜ 」 を 教育 し て いく こと も 大 切 で す 。 


下記 の 手順 は 標準 的 な 手順 例 で す 。 細 部 に つい て は 現場 状況 に 応じ 安全 用 


題 あり ませ ん が 、 作 業 手順 書 を 作成 し た ら 必 ず そ れ に 従っ て 作業 を 行なっ て くだ さい 。 


主 桁 等 に 4 本 の チェ ー ン を 取り 付け る 
(橋脚 上 また は 昇降 足場 上 作業 ) 


作 業 手順 


サブ フロ ー 
チェ ー ン クラ ンプ を 取り 付け る 
2 


吊り チェ ー ン を リン グ に 通す 


220Z22224022ot0S2 が RS ドー ジ / 
と SNKGI ES コン 5 
ン の 落下 の お それ あり 


E を 検証 し た 上 で の 変更 は 問 


写 


4 本 の チェ ー ン を 一 枚 目 の SK パ ネル に 
か け 、 ク ラン プ で 横ずれ 防止 処置 を 
行なう 

(橋脚 上 また は 昇降 足場 上 作業 ) 


チェ ー ン を SK パ ネル の 親 フ レー ム パ イ 
プ に 通す 


チェ ー ン フッ ク を チェ ー ン の リン ク に か ける 
巴 

フッ ク に 脱落 防止 テー プ を 巻く 《 ※ 

チェ ー ン が パイ プ の 端 に な る よう に し て 


横ずれ 防止 の 自在 クラ ンプ を 取り 付け る 
(4 箇所 と も ・ チ ェ ー ン の 内 側 ) 


・ チ ェ ー ン は 主 桁 か ら の S 
K パ ネル の 下がり 位置 を 
考え 事前 に チェ ー ン へ の 
フッ ク 掛 け 位置 を 確認 し 
58355 く 


( 叶 叶 際 ・ 党 本 ) て 守 混 そえ S 褒 史 皿 湊 や m 主 ー 


一 枚 目 の SK パ ネル 上 より 2 枚 目 の パ ネル 
用 の 吊り チェ ー ン を 主 桁 に 取り 付け る 
(SK パ ネル 上 作業 ) 


一 枚 目 の SK パ ネル の 端 部 か ら 前 方 約 30cm 
の 位置 に チェ ー ン クラ ンプ を 取り 付け る 
トス 


IE シン ョ ジョ ン 2 の 4 の LU ンク 1( さ EE ンス の 
通す 


・ チ ェ ー ン の 落下 に 注意 


写 


杖 脚 上 作業 員 よ り 2 枚 目 の SK パ ネル の 受 
け 渡し を 行なう 
(橋脚 上 +SK パ ネル 上 作業 ) 


パネ ル を 2 名 で 受け 取る 


受け 取っ た パネ ル を 一 枚 目 の パネ ル 上 に 横 
向け に 立て て 持つ 


・ パ ネル を 渡す 側 は ジョ イ 


ント の 向き を 合わ せ て か 
ら 渡す 


・ 受 け 取 り 側 は 自分 の 立ち 位 


置 を 考え て 受け 取る 


二 


吊り チェ ー ン を 2 枚 目 の SK パ ネル に か ける 
(SK パ ネル 上 作業 ) 


吊り チェ ー ン を SK パ ネル の 布 方 向 補強 材 
(すき 間 の の 34 パ イブ) に 通す 
馬 


3 エニ ンション ツク 82 エー シン のり リン スク (る の > 


・ チ ェ ー ン は 主 桁 か ら の S K 


パネ ル の 下がり 位置 を 考え 
事前 に チェ ー ン へ の フッ ク 
掛け 位置 を 確認 し て お く 


才 


ける 
才 


SK パ ネル の 左右 2 名 で パネ ル を 水平 に し 
な が ら 進 行方 向 に 押し 出す 


・ チ ェ ー ン 長 さ の 再 調整 が 


必要 な 場合 は パネ ル 両 側 
の ジョ イン ト を 挿し 、 抜 
け 止 め ・ ガ タ 止 め を 完全 


パネ ル を 前 方 に 押し 出し ・ 戻 し て ジョ イン に に 終え て か ら 片 方 づつ 行 

ト を 差し 込む 一 杉 目 パネ ル の 左右 ジョ イン ト よ り 少 し 先 な う 

(SK パ ネル 上 作業 ) まで 押し 出し 挿入 位置 を 合わ せる 。 
CS ニシ 4 の )U 2 ラグ 772S ニ っ 

パネ ル を 引き 戻す ンク ラン プリ ング の 真ん中 
に 乗ら な いよ うに か ける 
(下図 1) 
二 


ジョ イン ト の 抜け 止め ・ ガ タ 止 め を する 
(SK パ ネル 上 作業 ) 


脱落 防止 ピン を パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ の 
連結 天 定 穴 に 一 杯 まで 挿し 込む 


ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 締め る 


馬 
チェ ー ン フッ ク に 脱落 防止 テー プ を 巻く 


・ 固 定 ボ ルト は 締め 過ぎ 注 


意 (クラ ンプ 締め 程度 が 
適正 ) 


すす 


SK パ ネル に フレ 止め 処置 (パネ ル の 回 
転 防止 ) を 行い 、 パ ネル を 下ろ す 
(橋脚 上 また は 昇降 足場 上 作業 ) 


直交 クラ ンプ で SK パ ネル の 親 フ レー ム 
パイ プ の 中 央 付近 に フレ 止め 単 管 を 取り 
付け る (パネ ル 両 側 と も ) 


馬 
2 名 以上 1 組 で パネ ル 両 側 各 2 本 の 
チェ ー ン を 持っ て パネ ル を 静か に 下ろ す 
馬 


鉄骨 用 クラ ンプ で フレ 止め 単 管 を 主 桁 の 
フラ ンジ に 固定 する 


・ 自 在 ク ラン プ は 絶対 に 使 
LPG9UGNS ら 


・ フ レ 止 め 単 管 が 桁 フ ラン 
ジ に 対し 斜め に な る 場合 
は フラ ンジ 下 に 2 個 以上 
の 鉄骨 クラ ンプ で 単 管 を 
流し て 取り 付け る 


・ チ ェ ー ン 長 さ や 部 材 位 置 
の 再 調整 が 必要 な 場合 は 
必ず S K パ ネル を 一 旦 橋 
脚 上 に 回 収 し て 行なう 
(絶対 に パネ ル に 乗ら な 
い ) 


ーー 崩 一 


一 枚 目 の SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 も れ が な いか 確認 す 


る 


( 指 差し 確認 推奨 ) 


橋脚 等 より 一 枚 目 の SK パ ネル に 乗り 移る 
( 橋 敗 上 つ SK パ ネル 上 作業 2 名 ) 


SK パ ネル 上 に 乗る 


馬 
安全 帯 フッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る 
(2 丁 掛け 励行 ) 


・ 飛 び 降 りな いこ と 


2S 皿 渡 ご S (本 吐 束 避 ) 臣 営 い 


1 列 目 1 枚 目 の SK パ ネル に 取り 付け て ある 
横 連結 側 の フレ 止め 単 管 を 取り 外す 
(1 列 目 SK パ ネル 上 作業 ) 


パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ の フレ 止め 単 管 の 
クラ ンプ を 取り 外す 


フレ 止め 単 管 の 鉄骨 用 クラ ンプ の クラ ンプ 
を 緩め 単 管 を 取り 外す 

( 鉄 提 クラ ンプ は 主 桁 の フラ ンジ に 残し て 
お く こ と 推奨 ) 


・ フ レ 止 め 単 管 は 解体 時 に 


は 必要 な の で 横 連 結 し な 
い 部 分 は 残し て お く ほ う 
が 良い 


・ 鉄 朋 クラ ンプ を 残す こと 


に よっ て 目印 に な る 


- 電 - 
1 列 目 1 枚 目 の SK パ ネル に 取り 付け て あ 
る ずれ 止め 用 自在 クラ ンプ を 横 連 結 用 に 


自在 クラ ンプ を 回 し 、 ふ た を 下 側 に し て 開 


・ ナ ッ ト は 適正 位置 まで 緩 


用 意 する き 、 ボ ルト を 立て て お く め て お く 

(1 列 目 SK パ ネル 上 作業 ) 

主 桁 に 2 列 目 1 枚 目 の パネ ル 用 の チェ ー ン に の 

2 本 を 所 定 の 位置 に 取り 付け る ag 000/ 0 。 の だ 
2 2 ・ チ ェ ー ン の 落下 に 注意 
(パネ ル 連 結 の 反対 側 ) 吊り チェ ー ン を リ り ング に 通す 

(橋脚 上 作業 ) 5 
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jp 


※ イ ン パ クト レン チ は 過度 の トル ク に 注意 。 ボ ルト 破断 の お それ あり 。 


また 締め すぎ た ボル ト ・ ナ ッ ト は 焼き 付け を 起こ し 、 ナ ッ ト 逆 転 時 に ボル ト が ね じ 切 れる 逆 ト ルク 破断 の お それ あり 。 


ALJMCO 


守 守 連 そ 2S エ 皿 其 ーS ( 豆 選 球 敬 ) 臣 営 い 


主 桁 に 2 列 目 1 枚 目 の パネ ル に 
チェ ー ン を か けり 横ずれ 防止 処置 を する 
(橋脚 上 作業 ) 


チェ ー ン を SK パ ネル の 親 フ レー ム パ イプ に 
通す 


ラー コン 7 ルク グン の ラー コツ 4 の 5) リラ スク 2( こ ME 
ける 


馬 

チェ ー ン フッ ク に 脱落 防止 テー プ を 巻く 
馬 

チェ ー ン が パイ プ の 端 に な る よう に し て 


横ずれ 防止 の 自在 クラ ンプ を 取り 付け る 
(2 箇所 と も ・ チ ェ ー ン の 内 側 ) 


・ チ ェ ー ン は 主 桁 か ら の SK 


パネ ル の 下がり 位置 を 考え 
事前 に チェ ー ン へ の フッ ク 
掛け 位置 を 確認 し て お く 
(1 列 目 と 同じ 高 さ に な る 
よう に ) 


写 


2 列 目 1 枚 目 の パネ ル を 橋脚 か ら 所 定位 置 
まで 静か に お ろ す 

(渡す 側 は 橋脚 上 作業 ) 

(受け 側 は 1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) 


2 名 1 組 で 1 名 は パネ ル 片 側 2 本 の チェ ー 
ン を 持っ て 、 も う 一 名 は パネ ル を 持っ て 静 
か に 下ろ す 


受け 側 は チェ ー ン の な い 側 の 親 フ レー ム 
パイ プ ブ を 1 列 目 自在 クラ ンプ に 合わ せ て 


・ 渡 す 側 は 2 名 、 受 ける 側 は 


2 名 また は 1 名 


・1 列 目 と レベ ル が 大 きく ず 


れ て る 場合 は パネ ル を 一 旦 
戻し て か ら チ ェ ー ン 調整 


(小さ な ずれ は 何 枚 か 組み 
軸 2 終わ っ て か ら 調整 

1 列 目 1 枚 目 の パ ネル と 2 列 目 本 EE 222 0 四 財 96 o 
1 枚 目 の パネ ル を 側面 で 連結 する 生き 0 絶対 に 2 列 目 の パ ネル に は 
(1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) 2 乗ら な い 

MO も れ が な いか 確認 する ( 指 差し 確認 推奨) 

2 列 目 の SK パ パネ ル 上 に 乗り 移る 

[ N ジ な 目 N ジ の 

MM ネ 時 . 安全 帯 を 外し て 移動 し な 
(1 列 目 2 列 目 移 動作 業 ) 安全 帯 フ ッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る UDG 


(2 丁 掛け 励行 ) 


・ チ ェ ー ン 長 さ の 再 調整 が 
SK パ ネル の 左右 2 名 で パネ ル を 水平 に 必要 な 場合 は パネ ル 両 側 
し な が ら 進 行方 向 に 押し 出す の ジョ イン ト を 挿し 、 抜 
2 に NRN マル け 止 め ・ ガ タ 止 め を 完全 
ug 戻し て ジョ イ | 板 目 パネ ル の 左右 ジョ イン ト よ り 少 し | に 終え て か ら 片 方 づつ 行 
ヽ に に 合 に 訪 え 
有 (に MP わせ る な う 
抽 パネ ル を 引き 戻し 、 連 結 側 は クラ ンプ に | ・ チ ェ ー ン の リン ク が チェ ー 
横 仮 預け する ンク ラン プリ ング の 真ん中 
員 に 乗ら な いよ うに か ける 
向 
ba 脱落 防止 ピン を パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ の に 
の | ジョ イン ト の 抜け 止め ・ ガ タ 止 め を する | の 連結 固 定 穴 に 一 杯 まで 押し 込む の 2 
枚 (SK パ ネル 上 作業 ) 光二 
中 ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 締め る | 一 
隆 才 PR 
の 。 | 1 列 旧 1 枚 目 の パネ ル と 2 列 上 人 の N20 2 の 02SPPROE 
ネ 1 枚 目 の パネ ル を 側面 で 連結 する 0 w は 取り 付け 中 の パネ ル に 
ル 上 Ne な い 
( 1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) フッ ク に 脱落 防止 テー ブ を 巻く は 乗ら な 
け 取り 付け た SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 も れ が な いか 確認 する ( 指 差し 確認 推奨 ) 
1 記 。 | 取り 付け た SK パ ネル 上 に 乗り 移る 
内 午 CE ウッ 時 ・ 安全 帯 を 外し て 移動 し な 
し パネ ル 上 移動 作業 ) 安全 帯 フッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る | いこ と 
R (2 丁 掛け 励行 ) 


io 


さき 泊 そ >S 巡 正 ら S ( 記 球 貢 ) mm 


主 桁 に チェ ー ン を 所 定 の 位置 に 取り 付け る 
(2 列 目 パ ネル 上 作業 ) 


チェ ー ン クラ ンプ を 取り 付け る 


吊り チェ ー ン を リン グ に 通す 


・ チ ェ ー ン の 落下 に 注意 


馬 


橋脚 上 また は 1 列 目 の 作業 員 よ り 次 の SK パ 
ネル の 受け 渡し を 行なう 


パネ ル を 2 名 で 受け 取る 


受け 取っ た パネ ル を 1 枚 目 の パ ネル 上 に 


・ パ ネル を 渡す 側 は ジョ イ 


ント の 向き を 合わ せ て か 
ら 渡す 


MO 横向 け に 立て て 持つ ・ 受け 取り 側 は 自分 の 立ち 
位置 を 考え て 受け 取る 
吊り チェ ー ン を SK パ ネル の 横 連 結 反 対 
側 の 布 方 向 補強 材 (すき 間 の ゅ 34 パ イ 
刷り チェ ー ン を 次 の SK パ ネル に か ける ( 横 | // に 運 す 所 0 SRD 
連結 反対 側 ) 2 人 
(1 枚 前 の SK パ ネル 上 作業 ) ワー ンション ミク 42 お エト ニン バ の の 用 シン ルン 0 に 乗ら な いよ うに か ける 


ける 


馬 
フッ ク に 脱落 防止 テー プ を 巻く 


( 図 1) 


馬 


ALJMCO 


・ 作 業 は 2 名 1 組 で 連携 し て 行なう の で 、 お 互い に 声 を 掛け 合い 作業 を 行なう 。 
・1 人 の 不安 全 行 動 は も う 一人 の 生命 も 危険 に さら す 。 
・ ジ ョ イン ト の 取付 が まだ 不 完全 な 状態 で パネ ル に は 絶対 に 乗ら な い 。 


・ 不 陸 が で て 、 チ ェ ー ン の 長 さ 調整 の 必要 が 出 た 場合 は ある 程度 の 枚数 を 取り 付け て か ら で も 部 
分 調整 が 可能 。 ジ ョ イン ト や クラ ンプ で まだ し っ か り と 連結 され て いな い パ ネル の チェ ー ン は 


絶対 に 外さ な い ・ 緩 め な い 。 


図 1 


ーー 19 一 一 
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(4) 解体 作業 の 標準 手順 (既設 橋 板 桁 高 所 作業 車 を 用 いな い 標 準 的 な 手順 例 ) 


足場 等 の 解体 工事 は 基本 的 に は 組立 時 の 逆手 順 と な り ま す が 、 作 業 は 組み 立て 時 より さら に リス ク が 大 


きく な り ま す 。 


組み 立て は 「 新 し く 何 か を 作る 」 作 業 で あり 、 常に 頭 で 炊 に すべ きこ と を 考え な が ら 注 意 深く 行なっ て いき 
ます が 、 解体 は 「 そ を こ に ある も の を 取り 外す 」 作 業 で 注意 力 な く 単 純 に 作業 を 行なう 状態 に 陥り が ち で す 。 
特に セー フ テ ィ SK パ ネル は 簡単 な 作業 の 繰返し で 組み 立て や 解体 が 行なえ る た め に 、 作 業 時 の 注意 力 
が 低下 し が ち で す 。 自 分 の 身 を 守る 方 法 は 、「 正 し い 手 順 を 守る 」「 取 り 外 す パ ネル に は 絶対 に 乗ら な い 」「 こ 


れ か ら 解 体 する 部 分 の 状態 を 確認 し 、 


リス ク が な いか 把握 する 」 こ と で す 。 


これ か ら 解 体 する 部 分 の 状態 の チェック は 極め て 重要 で す 。 ま た 多く の 場合 は 「 他 人 が 組ん だ 」 和 足場 
を 払 す こと に な り ま す 。 部 材 が 緩ん で いた り 、 変 則 的 な 組み 方 が され て いた 場合 に 安全 に 解体 ・ 撤 去 する 
た め に は 事前 の 状態 チェ ッ ク が 不可 欠 で す 。 も し 、 普 通 と 違う な に か を 発見 し た 場合 は 必ず リー ダー・ 職 
長 に 報告 し 、 対 処し た 上 で 作業 を 行なっ て くだ さい 。 

自分 が 下 に 何 も な い 数 十 メ ー ト ル の 高 さ に いる 意識 を 常に も っ て 指揮 監督 ・ 作 業 に あたっ て くだ さい 。 
下記 の 手順 は 標準 的 な 手順 例 で す 。 細 部 に つい て は 現場 状況 に 応じ 安全 性 を 検証 し た 上 で の 変更 は 
間 題 あり ませ ん が 、 作 業 手順 書 を 作成 し た ら 必 ず そ れ に 従っ て 作業 を 行っ て くだ さい 。 


作 業 手順 


ご 地 当 マス ら 9 翌 痢 貞 S ( 豆 叶 球 藻 ・ 夫 史 ) 皿 党 


次 に 取り 外す パネ ル か ら 1 枚 後 の パネ ル 
に 移動 する 
(パネ ル 上 移動 作業 ) 


サブ フロ ー 
1 枚 後 の SK パ ネル 上 に 乗り 移る 


馬 
安全 帯 フッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る 
(2 丁 掛け 励行 ) 


・ 安 全 帯 を 外し て 移動 し な 
いこ と 


( 指 差し 確認 推奨) 


・ こ れ か ら 取 り 外 す SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 変 則 組 み が な いか 確認 する ( 指 差 し 確認 推奨 ) 


・ 自 分 の 乗っ た パネ ル と その 1 枚 後 の パネ ル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 変 則 組 み が な いか 人 確認 する 


ーー シー ト 養 生 は 事前 に 外し て お き 、SK パ ネル が 連続 し て 見 通せ る 状態 に し て お く 


1 列 目 の パ ネル と の 側面 の 連結 を 解除 する 


( 1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) 0 ・ 作 業 を 開始 し た ら 絶 対 に 
iD02 取り 外し 中 の パネ ル に は 
乗ら な い 
ス 


親 フ レー ム パ イプ どう し を つない だ 上 自在 
クラ ンプ の 2 列 目 側 の ナッ ト を ゆる め 、 


・ ク ラン プ の 1 列 目 側 は 緩 
め な い 


ジョ イン ト の ガタ 止め 
・ 抜 け 止め を 解除 する 
(2 列 目 1 枚 後 の パネ ル 上 作業 ) 


ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 緩め る 


馬 
脱落 防止 ピン を パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ 
か ら 引 き 抜 く 


・ パ ネル の 両端 が チェ ー 
ント フ ボン 5 まれ 
て いる か 再度 確認 し て 


写 


パネ ル を 前 方 に 押し 出し ジョ イン ト 部 を 
抜い て 1 枚 後 の パネ ル 上 に 回 収 す る 
(チェ ー ン 側 一 1 枚 後 の パネ ル 上 作業 ) 
(クラ ンプ 側 一 横 の 1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) 


SK パ ネル の 左右 2 名 で パネ ル を ゆっ く 
り 進行 方 向 に 押し 出す 
2 


・ ジ ョ イン ト か ら 抜 けた ら パ ネル を 
チェ ー ン で 振り 子 の よう に し て 1 枚 後 
の パネ ル 上 に 取り 込む 

・ ク ラン プ 側 作業 員 は 1 列 目 側面 か ら パ 
ネル を も っ て 送る 


・ 左 右 2 名 で 声 を 掛け 合い 
作業 を 行なう 


2 


ALJMCO 


で 笠 当 >S 民 者 合 ③ ( 計 呈 慰 世 ・ 誰 定 ) 臣 営 


吊り チェ ー ン を SK パ ネル か ら 
外す ( 横 連 結 反 対 側 ) 


フッ ク の 腕 沙 防止 テー プ を 外す (切る ) 
馬 


・ 取 り 込 ん だ パネ ル は 横向 け 
に 立て て チェ ー ン 外し 作業 
を 行なう 


86422 の 22C220sー ジ 2 の ) 
リン ク か ら 外 す 


2 6 FE 
(1 枚 後 の パ ネル 上 作業 ) 吊り チェ ー ン を SK パ ネル の 横 連 結 反対 . チェ ー ン の 落下 に 注意 
側 の 布 方 向 補強 材 2 2 人 
(すき 間 の ゅ 34 パ イプ ) か ら 外 す 
間 - 


チェ ー ン を 外し た パネ ル を 後方 の 運搬 作業 
員 に 渡す 。 


(1 枚 後 て パネ ル 上 作業 ) 後方 待機 の 運搬 者 は パネ ル を 受け 取る け て る 場合 に は チェ ー ン を 
か わす パネ ル の 動か し 方 を 
2 名 で 決め て お く 
馬 


・ パ ネル の 運搬 者 も 解体 作業 
付近 で は 安全 和 帯 使用 


パネ ル を 2 名 で 後方 に 送る ( 軸 く ) 
家 ・ 吊 り リ ング に チェ ー ン を 持 


主 桁 か ら チ ェ ー ン を 取り 外す 


・ チ ェ ー ン の 沙 下 に 注意 


吊り チェ ー ン を リン グ か ら 抜 く 
ドス ・ チ ェ ー ン クラ ンプ 部 の タッ 


で 深 避 ミ ※ >S 共 滞 S ( 可 汗 悪 葉 ・ 京 史 ) 皿 営 い 


1 枚 後 の パ ネル 上 作業 ) チェ ー ン クラ ンプ を 取り 外す チア ッ プ 卒 装 は この 時 に 忘 
62RUSPRS0S 
っ 1 列 目 の SK パ ネル 上 と 橋脚 上 に 乗り 移る 
2 列 目 の パ ネル より 1 列 目 の パ ネル 及び . 安全 帯 を 外し て 移動 し な 


橋脚 上 に 移動 する 
( 1 列 目 つ 2 列 目 移動 作業 ) 


安全 帯 フッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る いこ と 
(2 ] 掛け 励行 ) 


取外す 最後 の パネ ル の 各部 が 正しく 取り 付 


( 指 差し 確認 推奨) 


けら れ て いる か 、 最 後 の パ ネル が 不安 定 な 状態 に な いか 確認 する 


十 


2 列 目 最後 の パネ ル と 1 列 目 最後 の パネ 
ル の 側面 の 連結 を 解除 する 
( 1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) 


・ ク ラン プ は 1 列 目 側 は 締 
め た まま 緩め な いこ と 


2 個 の 自在 クラ ンプ の 2 列 目 側 の み ナ ッ 
ト を 緩め て ふた を 開け る 


・ 作 業 を 開始 し た ら 絶対 に 
2 列 目 の パ ネル に は 乗ら 
な い 


す 


2 列 目 1 枚 目 の パネ ル を 橋脚 上 に 取り 込む 
(受け 側 は 橋脚 上 作業 ) 
(渡す 側 は 1 列 目 の パ ネル 上 作業 ) 


取り 込み 側 は 2 名 以上 で 1 名 は チェ ー ン 
を 持ち 、 も う 1 名 は パネ ル 反 対 側 に 立つ 
渡し 側 は 1 列 目 の パ ネル 上 か ら 2 列 目 の 
パネ ル を 持つ 


・ 受 け 取 る 側 は 2 名 以上 渡 
す 側 は 1 名 以上 


馬 
パネ ル を ゆっ くり と 上 げ 、 橋 脚 上 に 取り 
込む 


パネ ル か ら チ ェ ー ン を 取り 外す 
(橋脚 上 作業 ) 


フッ ク の 脱落 防止 テー プ を 外す (切る ) 
馬 


リン ク か ら フ ッ ク を 外し 必 り チェ ー ン を | 7 テー ン の 諸 下 に 注意 


パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ か ら 抜 く 


写 


主 桁 の 2 列 目 最後 の パネ ル 用 の チェ ー ン 
2 本 を 取り 外す 

(パネ ル 連 結 の 反対 側 ) 

(橋脚 上 作業 ) 


285 ト ンジ 2 ラン 2 ん シス 

外 そ うと する と 落下 させ 

吊り チェ ー ン を リン グ か ら 抜 く る お それ あり 
馬 

チェ ー ン クラ ンプ を 取り 外す ニン ミン ミン. の 

タッ チア ッ プ 塗装 は この 

時 に 忘れ な いよ うに 


jp 
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。S 殿 姓 志 ( 革 ) 選 ) 堂 S 党 源 


次 に 取り 外す パネ ル か ら 1 枚 後 の パネ ル 
に 移動 する 
(パネ ル 上 移動 作業 ) 


1 枚 後 の SK パ ネル 上 に 乗り 移る 
馬 


安全 帯 フッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る 
(2 ] 掛け 励行 ) 


・ 安 全 帯 を 外し て 移動 し な 
WSNG 二 こ 


( 指 差し 確認 推奨 ) 


・ 自 分 の 乗っ た パネ ル と その 1 枚 後 の パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 変 則 組 み が な いか 人 確認 する 


・ こ れ か ら 取 り 外 す SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 変 則 組 み が な いか 確認 する ( 指 差し 確認 推奨) 
ーー シー ト 養 生 は 事前 に 外し て お き 、SK パ ネル が 連続 し て 見 通せ る 状態 に し て お く 


に 
ジョ イン ト の ガタ 止め ・ 抜 け 止め を 解除 
する 
( 1 枚 後 の SK パ ネル 上 作業 ) 


ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 緩め る 


馬 
脱落 防止 ピン を パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ 
か ら 引 き 抜 く 


・ パ ネル の 両端 が チェ ー ン 
で 支え られ て いる か 再度 
確認 し て 


すす 


パネ ル を 前 方 に 押し 出し ジョ イン ト 部 を 
抜い て 1 枚 後 の パ ネル 上 に 回 収 する 
( 1 枚 後 の パネ ル 上 作業 ) 


SK パ ネル の 左右 2 名 で パネ ル を 水平 に 
し な が ら 進行 方 向 に 押し 出す 
馬 


ジョ イン ト か ら 抜 けた ら パ ネル を チェ ー 
ン で 振り 子 の よう に し て 1 枚 後 の パ ネル 
上 に 取り 込む 


・ チ ェ ー ン フッ ク が 確実 に 
掛か っ て いる か 再度 確認 


・ 声 を 掛け 合い 左右 同時 に 


SK パ ネル を 吊り 位置 か ら 橋脚 上 に 取り 
込む 


主 桁 の フラ ンジ に 固定 され て ある フレ 上 
め 単 管 の 鉄骨 用 クラ ンプ を 取り 外す 
地 


2 名 以上 1 組 で パネ ル 両 側 各 2 本 の 
チェ ー ン を 持っ て パネ ル を ゆっ くり と 橋 


・ フ レ 止 め 単 管 は 絶対 に パ 


ヨ 9 引 99 ン こ テ ゝ こ 
後 (橋脚 上 作業 ) 脚 上 に 取り 込む ーー ネル に 乗っ て 外さ な いこ と 
列 パネ ル の 親 フ レー ム パ イプ か ら フ レ 上 止め 
単 管 を 取り 外す 
後 (パネ ル 両 側 と も ) 
の 才 5 
上 フッ ク の 脱落 防止 テー プ を 外す (切る ) 

馬 了 2 
3 外す 。 外す の 
他 | ( 柳 上 作業 安全 堤 用 の チェ ー ン クラ ン 
2 BDP 、。 | プ を 格 に 取り 付け る こと 
人 チェ ー ン を SK パ ネル の 親 フ レー ム パイ 


プ か ら 外 す 


2 
主 桁 に 取付 けた 4 箇所 の チェ ー ン を 取り 外 
す 
(橋脚 上 作業 ) 


吊り チェ ー ン を リン グ か ら 抜 く 


エッ ニシン クラ ンジ 822 有 HUKdi 


0 San ジン 4002 クラ 2 シン 4 シン 


外 そ うと する と 落下 させ 
る お それ あり 


ーー 
PA 6 
パネ ル か ら チ ェ ー ン を 取り 外す ン の 3 こ 注意 
人 | nu 枚 後 の パ ネル 上 作業 ) 20 クック と 76DRND Se ニン < 生 ほ 
ル パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ か ら 抜 く 
取 トス 
・ パ ネル の 運搬 者 も 解体 作 
選 業 付近 で は 安全 帯 使用 
チェ ー ン を 外し た パネ ル を 後方 の 運搬 作 | パネ ル を 2 名 で 後方 に 送る (置く ) 
業 員 に 渡す 馬 ON NE 
( 1 枚 後 て パネ ル 上 作業 ) 後方 待機 の 運搬 者 は パネ ル を 受け 取る 掛け て る 場合 に は チェ ー 
ン を か わす パネ ル の 動か 
し 方 を 2 名 で 決め て お く 
写 た 
RE ペン 2 ポニ あん 0 フン 0 の 4 る 
外 そ うと する と 落下 させ 
主 杵 に 取り 付け た 2 箇所 の チェ ー ン を 取り | 吊り チェ ー ン を リン グ か ら 抜 く る お それ あり 
外す 用 
(1 枚 後 の パネ ル 連 結 の 反対 側 ) チェ ー ン クラ ンプ を 取り 外す ・ チ ェ ー ン クラ ンプ 部 の 
タッ チア ッ プ 塗装 は この 
時 に 忘れ な いよ うに 
= 胡 ルー 
吉 直交 クラ ンプ で SK パ ネル の 親 フ レー ム 
後 横 軍 結 の た め に 取り 外し て あぁ っ た フレ 目 | イノ の 中 央 付近 に フレ 止め 単 管 を 取り | ・ 自 在 ク ラン プ は 絶対 に 使 
交 め 単 管 を 復旧 する UIC わな いこ と 
列 NN (取り 外し が パネ ル 両 側 の 場合 は 両側 と も ) 
最 に ウッ ・ 残 り 枚数 が 数 枚 に な る 前 
の 鉄骨 用 クラ ンプ で フレ 止め 単 管 を 主 桁 の に 早め に 行なっ て お く こ と 
1 フラ ンジ に 固定 する 
枚 写 了 See 
の 本 光 の PRR の の DP 2 名 と も パネ ル よ り 橋 脚 上 に 乗り 移る 0 有 
人 橋 財 上 に 移動 する 一 ・ 安 全 帯 を 外し て 移動 し な 
ル (パネ ル つ 橋脚 上 移動 作業 ) 安全 帯 フ ッ ク を 適正 な 位置 に 盛り 替え る いこ と 
上 S (2 丁 掛け 励行 ) 
了 


取り 外す 最後 の パネ ル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 確認 する ( 指 差し 確認 推奨) 


才 
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・ 始 業 前 の KY ミー ティ ング で 必ず 当日 作業 予定 の 注意 場所 を 確認 し 、 対 処方 法 を 理解 し て お く 。 
・ 作 業 は 2 名 1 組 で 連携 し て 行なう の で 、 お 互い に 声 を 掛け 合い 作業 を 行なう 。 

・] 人 の 不安 全 行 動 は も う 一 人 の 生命 も 危険 に さら す 。 

・ シ ー ト 養生 は 早め に 外し て お き 、 パ ネル の 状態 が 前 も っ て 分 る よう に し て お く 。 

・ 取 り 外 し 途中 の パネ ル に は 絶対 に 乗ら な い 。 

・ チ ェ ー ン の フッ ク が 確実 に チェ ー ン の リン ク に は まっ て いる か まず 確認 。 

・ 取 り 外 す パ ネル の チェ ー ン は 先 に 外さ な い 。 

前 の め り の 姿勢 で は 絶対 に パネ ル の 重量 は 支え きれ な い 。 


・ 各 列 の 最後 の パネ ル に は 特に 注意 。 回 転 し な い 措 置 が 取ら れ て る か 確認 。 


・ 取 り 外 す パ ネル 、 次 に 取り 外す パネ ル に 何 か 変 わっ た こと を 見 付け た ら 即 作業 を 中 断 し 、 リ ー 
ダー、 職 長 の 指示 を あお ぐ こ と 。 以 下 具 体 例 。 
時 パネ ル の 向き が 途中 か ら 入れ 代わ っ て いる 。 
時 パネ ル ど うし が 番線 で 留め られ て いる 。 
時 横 連結 の クラ ンプ が 2 個 付 けら れ て いる 。 
時 注意 書き の 表示 や 赤い テー プ が 貼ら れ て いる 。 
時 片側 に 2 本 の チェ ー ン が 取り 付け られ て いる 。 
中 パネ ル が パネ ル の 上 に 載っ て いる 。 
時 チェ ー ン と クラ ンプ が その パネ ル ( 何 枚 か の パネ ル ) だ け 入 れ 代 わっ て いる 。 
時 その パネ ル ( 何 枚 か の パネ ル ) だ け チ ェ ー ン が な く 両 側 と も クラ ンプ で 留まっ て いる 。 
時 ある 部 分 か ら チ ェ ー ン と クラ ンプ が 隣 の 列 と 入れ 代わ っ て いる 。 
時 ある 部 分 か ら 違う 長 さ の パネ ル に 変わ っ て いる 。 
時 その 他 、 何 か 普通 で な い 取り 付け られ 方 を 見 付け た 。 


ALJMCO 


(5〕 施工 し た 足場 へ の 注意 個所 の 目 じ る し 、 変 則 組 み の 記録 申し 送り 


要 注意 箇所 へ の 目 じ る し 、 記 録 、 申 し 送り の 重要 性 


変則 組み を 行なっ た 箇所 、 注 意 を 要する 箇所 へ の 目 じ る し ゃ 記録 は 、 組 み 立 て た 時 に 組み 立て た 作業 者 
や 施工 を 指示 し た 管理 者 は 容易 に 行なう こと が で きま す 。 ま た 、 最 近 は デジ カメ や スマ ー ト フォ ン で 手軽 
に 写真 を 撮る こと も 可能 で す 。 目 じ る し の 表示 や 記録 は 作業 手順 の 一 つと 考え る べき で す 。 

し か し な が ら こ の タイ ミン グ を 逃す と 、 時 と と も に 正確 な 記憶 が 薄れ 、 シ ー ト 養生 を 行なっ た 後 で は その 
作業 は 極め て 困難 に な り ま す 。 

これ ら の 実物 へ の 目 じ る し と その 記録 は 安全 管理 上 で 極め て 有益 で 、 解 体 時 に 解体 作業 者 に リス ク の あ 
る 部 分 を 組み 立て 作業 者 が 解体 者 (場合 に よっ て は 自分 自身 も 含む ) に 正しく 伝え る こと は 組み 立て 者 の 
義務 で も あり ます 。 


足場 は 他 者 が 組み 立て た も の を 別 の 作業 者 が 解体 する こと が 多く 、 あ る い は 自分 た ち で 組み 立て た も の 
で あっ て る 月 日 が 経過 する と 記憶 は 定か で な く な っ て いき ます 。 

特に 、 橋 梁 の 吊り 足場 は 足場 を 組み 立て た 工事 会 社 か ら 、 別 の 施工 を 行なう 工事 会 社 へ その まま 引き 渡 
され る ケー ス も 多々 あり ます 。 

足場 を 最初 に 施工 し 、 他 社 に 引き 渡す 会 社 は 要 注 意 仙 所 に 分 か りや すい 表示 を 行っ て それ を 記録 し 、 告 
知 申 し 送り を 行なう 必要 が あり ます 。 ま た 、 足 場 を 組み 立て た 同じ ナー ム が 解体 を 行なう 場合 に あっ て も 、 
記録 と 実物 へ の 分 か りや すい 表示 が あれ ば 、 自 身 の 記 憶 と つなが り 、 よ り 的 確 な 対処 が 可能 と な る は ず 
で す 


| < 要 注 意 箇 所 へ の 目 じ る し の 参考 例 


SS 
人 符 上 げ 用 開口 設置 で の 例 


信 ジョ イン ト を 取り 外し た 場所 で の 例 
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要 注意 箇所 、 変 則 組 み の 記録 例 


足場 施工 の た め に 作成 し た 計画 図 、 割 付図 は 変則 組み ・ 注 意 個所 が ある の か を 記録 する の に も 最適 で す 。 
吊り 足場 全体 の 中 の どの 部 分 に どん な パタ ー ン が ある か を 分 か りや すく 記録 で きま す 。 ま た 、 解 体 ・ 撤 去 作 
業 時 に も これ ら に 基づき 解体 工程 と その 日 々 の 作業 区 画 、 要 注意 箇所 を 確認 し て いけ る の で 効率 的 で 間違い 
の 少な い 方 法 で す 。 

言葉 の み で は 十分 に 伝 わ な な い 内 容 も 、 割 付図 に プラ ス 人 簡単 な 画 、 写 真 が 加え られ る と 非常 に 分 か りや す 
く 伝 える こと が で きま す 。 以下 に 記録 の 例 を 示し ます 。 
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下 フ ラン ジ 


端 部 パネ ル : 2 点 吊 か つ 橋 脚 ( 杵 ) と の 固定 あり ませ ん 。 
※ 解 体 時 は チェ ー ン を 追加 し 、 パ イプ で 固定 し て か ら 取 り 外 し 作 
業 を し て くだ きい 。 


し て いま す 。 
※ 解 体 時 、 シ ー ト を 剥が し て 確認 し て 注意 し て 作業 し て くだ さい 。 
(番線 は 最後 に 切っ て くだ さい ) 


| 2 | パネ ル 2 列 分 聞 向 き : ジョ イン ト を 取り 外し て カラ ー 番 線 で 固定 


荷 上 げ 用 の 開口 を 作っ た た め パ ネル 2 枚 分 の ジョ イン ト を 外し て 
各 パ ネル を 各 パ ネル を クラ ンプ 2 個 で つない で いま す 。 チ ェ ー ン 
位置 も ここ だ け 変 わっ て ます の で 注意 し て くだ さい 。 


※ 解 体 時 、 チ ェ ー ン を 元 の 位置 に 盛り 替え て か ら 作業 し て くだ さい 。 


構 
居 


隣接 径 問 と の ずれ 調整 の た め に パネ ル を 重ね 置い て いま す 。 
2 較 レ ー ト 上 か ら も 凸 状 に な っ て いる の で 人 能 認 で きま す 。 
※ 解 体 時 、 重 ね 置い た パネ ル に も チェ ー ン を 取り 付け 、 解 体 方 向 の 番線 は パネ ル 取 り 込 み 時 に 切っ て 
くだ さい 。 


ま 破 


番線 固定 番線 固定 


その 他 の 記録 例 


左 図 に ある 軸 か ら 朗 の 事例 以外 に も 、 い くつ か の よく ある 変則 組み の パタ ー ン を 挙げ ます 。 

記録 の 参考 に し て くだ さい 。 

〇 〇 部 に て 右 カ ー ブ ・ 左 カー ブ 切 り 替 え の た め 橋 脚 よ り 〇 〇 枚 目 と 〇 〇 枚 目 の 間 で 、 パ ネル の 方 向 が 反転 し て 
いま す 。 

※ 解 体 時 は 各 列 と も 解体 方 向 側 の パネ ル に 単 管 クラ ンプ 、 ま た は 番線 で 一 旦 固定 し て か ら 取 り 外 し て くだ さい 。 


H 腸 晒 H 


1 円 
H 印 還 ヽ H 
ジョ イン ト な し 


信人 へ 部 で ブラ スト の ガラ 用 シュ ュー ター 取り付け の た めこ の 部 分 の み L3850 = L3000 の パネ ル に し て 開口 に 
な っ て いま す 。 シ ー ト の 下 は コン パ キ の 薔 を 番線 固定 し て いま す 。 
※ 解 体 時 は 赤丸 部 分 に は ジョ イン ト が あり ませ ん の で 前 後 の パ ネル 解体 時 に は 注意 し て くだ さい 。 

( 青 丸 部 分 は ど ジョ イン ト あ り ) 


同和 誠 P 邊 間 。 。 | L3850 | 。 日 。 」 e 。 | 
ll 8 la 才 議 の | L3000 | 四 RI 唱 
販 に 肖 還 > 。 』 | 13850 | に 3 日 


小 開 口 (現状 コン パネ の 闘 ) 


xx 部 で カー ブ 調 整 の た め 横 断 方 向 の 各 パ ネル 片 一 解体 方 向 
側 を 重ね て いま す 。 8 M に 
(重ね た 部 分 は 固定 し て いま せん ) 0 0 0 0 


※ 図 の 右 か ら 左 に 向かっ て 解体 する 場合 は A の 
パネ ル に 乗っ て B の パネ ル を 取り 外す 前 に 、 
先 に A の パネ ル を C の パネ ル に 固定 し て か ら 
条 あ てく だき 6。 
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(6) 1 列 目 の 取付 図 


チェ ー ン が 横ずれ 
し な いよ う ク ラン プ で 固定 


ーーーーーーー-ーーー-ー- 人 は 和 


チェ ー ン 4 本 、 振 れ 止 めで 
し っ か り 固 定 し て か ら 上 に の る 


2) 1 列 目 2 枚 目 の 取 付図 


チェ ー ン クラ ンプ は 
66cm ビッ チ で 取り 付け て いく 隣 の 列 の パネ ル 取 り 付 け の た め の 


自在 クラ ンプ を 取り 付け て お く 


ハ 
さ 


N 補 ____ 
9 


2 枚 目 以降 は 
パネ ル の 両端 2 か 所 に 
チェ ー ン を 掛け 順次 組み 進む 


人 
3 


チェ ー ン は パネ ル 中 央 部 の 布 方 向 補強 材 の パイ プ 、 
また は 吊り リリ ング に 掛け る 


ーー ターー ALJMCO 


(7) 2 列 目 の パ ネル の 取付 図 


1 ) 2 列 目 1 枚 目 の 取付 図 


1 列 目 パ ネル に 取り 付け た 


1 列 目 と 反対 側 は チェ ー ン を 
2 か 所 取り 付け る 


2 列 目 側 の 振れ 止め 
パイ プ は 一 旦 取り 外 


親 フ レー ム 


2 列 目 も 同様 に チェ ー ン は 
3 パネ ル 中 央 部 の 布 方 向 補強 材 の パイ プ 、 
また は 吊り リン グ に 掛け る 


ALJMCO 一 28 一 


(8) その 他 、]1 枚 目 の 取 り 付 け 方 


1 ) 昇降 設備 等 を 利用 し て 


一 杉 目 の パネ ル の 取り 付け 位置 付近 に 、 昇 降 設備 等 が ある 場合 は それ を 利用 し ます 。 


昇降 設備 に 単 管 ・ 伸 縮 プ ラケット 等 を 取り 付け る 


、 
クラ ンプ で ブラ ケッ ト 型 の 支持 台 を 作る 
に 
WW 


wl 一 枚 目 の パネ ル に 2 本 の チェ ー ン を か ける 


一 枚 目 の パネ ル を ブラ ケッ ト に 乗せ 、 ク ラン プ 等 で 固定 する 


※ 既 存 の 昇降 設備 に 必ず 尋 つ な ぎ が 取り 付け られ て ある こと を 
認 し て 行なっ て くだ さい 。 


2 ) 高 所 作業 車 を 利用 し て 


下 に 車輌 が 入る スペ ー ス が ある 場合 、 高 所 作業 車 を 利用 する こと も で きま す 。 


高 所 作業 車 を 利用 する 場合 、 あらかじめ 2 枚 の SK パ ネル を ジョ イン ト で 連結 し 2 枚 
の パネ ル に 対し て 4 本 の チェ ー ン で 吊り 、 フ レ 止 め 処 置 を 行なっ て くだ さい 。 
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(9) カー ブ の 組み 立て 方 


高架 橋 の 多く は 、 曲 線 を 描い て いま す 。 セ ー フ ティ SK パ ネル 工法 で は 、 こ の 曲線 を 「 両 用 連結 ジョ イン ト 」 
を 用 い 組み 立て る こと が で きま す 。 


参考 値 [SK パ ネル の R 内 側 を 基準 と し た 寸法 ] 


計 僅 具 小 半径 』 Ppー 
画 設 備 最小 半径 (R) 2.0m 型 RE35m 六 品 、 部 品 の 寸法 上 微少 な 差異 や 部品 取付 部 の ガタ 等 


(内 接 円 ) 3.0m 型 R=50m に より 、 表 記 数 値 と 若干 異な る 場合 が あり ます 。 
3.85m 型 R=65m 


1 ) 左 カ ー ブ の 場合 


直線 連結 ジョ イン ト 


両用 連結 ジョ イン ト 
左 カ ー ブ の 場合 、 進 行方 向 に 対し て 右側 に 両用 連結 ジョ イン ト が 位置 する 様 に 組み 立て ます 。 


2 ) 右 カ ー ブ の 場合 


/ アノ 


両用 連結 ジョ イン ト 


R ーー り 
| 直線 連結 ジョ イン ト 
右 カ ー ブ の 場合 、 進 行方 向 に 対し て 左側 に 両用 連結 ジョ イン ト が 位置 する 様 に 組み 立て ます 。 


画 作 業 ボ イン ト 
左 カ ー ブ の 場合 | | 【 右 カ ー ブ の 場合 | | \ 
| 1 両用 連 結 ジョ イン ト | | 1 


| | 1 N | | 1 


ー 信二 | マス 


セー フ テ ィ S K パ ネル セー フ テ ィ S K パ ネル 直線 連結 ジョ イン ト 


直線 ど ジョイント は 、 パ ネル を 取り 付け た 時 点 で ゼ ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を 締め 付け ます が 、 両 用 連結 ジョイ ント は 及 
落 防止 ピン を 差し た ら 、 ジ ョ イン ト 固 定 ボ ルト は 締め ず に 組み 立て 作業 を 続け ます 。 

「 長 穴 」 を 採用 し て いる 両用 連結 ジョ イン ト は 、 こ れ よ り 自 然 に 橋桁 に 沿っ て 曲線 を 描き ます 。 

曲線 が 描か れ た ら 後 か ら ジ ョ イン ト 固 定 ボ ルト を 締め て 行き 、 作 業 が 完了 し ます 。 

セー フ テ ィ SK パ ネル は 全て 右側 に 両用 連結 ジョ イン ト が 取り 付け られ て いま す の で 、 右 カー ブ の 現場 で 施行 する 場 
合 は 、 パ ネル の 向き を 前 後 を 反対 に し て 組み 立て ます 。 
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0) 状況 に 応じ た SK パ ネル の 使い 方 


1) 吊り チェ ー ン の 
位置 を 変え る 
場合 


吊 リ リン グ を 利用 する 


セー フ テ ィ SK パ ネル は 、 現 場 の 状況 に 応じ び て チ ェ ー ン を か ける 位置 を 変え ら 
れる よう 、「 吊 り リ ング 」 が 取り 付け られ て いま す 。 

この リン グ の 位置 を 選択 し 、 3 種類 の パネ ル を 組み 合わ せる こと で 、 あ ら ゆ る 
現場 に 対応 する こと が で きま す 。 


3.85m 型 
I 


[パネ ル 別 吊り リリ ング 位置 ] 


| 430 | 400 | 400 | 2190 | 430 

3.0m 型 2.0m 型 

I I lI I 
430 | 400 1740 430 6 850 | 1150 
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腹 オ コシ を 取り 付け る 


2) た わ み を 
減少 させ る 場合 


セー フ テ ィ SK パ ネル の 3.85m 型 及び 3.0m 型 に は 、 パ ネル の 中 央 付近 に 、 単 ク 
ラン プ 取 り 付 け 用 の W1/2 ア ンカ ー が 埋め 込ま れ て いま す 。 

この アン カー に 単 ク ラン プ を 六角 ボル ト で 取り 付け 、 単 管 (の 48.6mm) で 腹 オ 
コシ を 取り 付け て くだ さい 。 


単 ク ラン プ 取 付図 


パネ ル 足 場 


W1/2 ア ンカ ー 


上 布 方向 補 強 材 


LMCO 


3) 在 来 部 材 の アサ ガオ 、 『 菅 と の 併用 


中 段 ・ 上 段 足 場 を 
組み 立て る 場合 


セー フ テ ィ SK パ ネル は 、 そ の 特長 の 一 つと し て 、 パ ネル の 一 部 に 単 管 (の 48.6mm) 
が 用 いら れ て いる た め 、 市 販 の クラ ンプ が 利用 で きま す 。 こ の 結果 、 単 管 と 併 


用 する こと で 、 アサ ガオ 、 中 段 足 場 、 上 段 足 場 等 の 組み 立て が 簡単 に 行なえ ます 。 


/N 警 生 


0⑩) ※ 作 業 上 の 注意 に つい て は P37 以 降 を 
参 こさ 】 
本 参照 し て くだ さい 


吊り チェ ー ン 
セー フ テ ィ 5SK パ ネル 


吊 リ チェ ー ン 


ALJMCO 


セー フ テ ィ SK パ ネル は 吊り 足場 の 主体 足場 と し て 使う だ け で は な く 、 パ ネル を 


ーー ニニ 』 ま 目 の 
4) 側面 に 使う 場合 訪 議 エ (アサ カオ) と し て 使う こと が で きま す 。 


画 作 業 上 の 注意 
底面 の パネ ル と 側面 の パネ ル は 、 単 管 (の 48.6m) 
の 部 分 を 自在 クラ ンプ で 連結 し ます 。 側面 パネ ル 
に は 必ず 、 転 倒 防 止 の チェ ー ン ・ 単 管 等 を 取り 付 
け て くだ さい 。 


画 計 画 ・ 設 計上 の 注意 
側面 防護 工 (アサ ガオ ) は 風 荷重 の 計算 に 基づき 、 
水平 力 に 対し 十分 な 控え 材 を 設け て くだ さい 。 


5) 重ね て 使う 場合 セー フ テ ィ SK パ ネル は 、 パ ネル を 重ね て 使う こと も 可能 で す 。 


吊 リ チェ ー ン 
い | 単 
還 の / 
し 直交 クラ ンプ 
上 四 軸 上 四 
ドー 」 
2 [ 1 
1 
22 コグ セー フ テ ィ SK パ ネル セー フ テ ィ SK パ ネル 


LMCO 


・ 重 ね た SK パ ネル は 必ず 番線 等 で 固定 し て くだ さい 。 


* 開 口 等 の 目的 で パネ ル を 重ね て 使用 する 場合 は 必ず 「 開 口 部 注意 見 」 
等 の 表示 を 行なっ て くだ さい 。 


・ 解 体 時 は 必ず 開口 の た め に 盛り 替え た チェ ー ン を 元 に 戻し て か ら 解 
体 し て くだ さい 。 


概 


(11) パネ ル 床 面 の すき 間 の 防護 666{ 


O 人 ピヨ 
SK バ ネル 専用 防護 材 足場 の 使用 目的 に より 、 全 面 防護 が 必要 な 場合 は 、 オ プシ ョ ン の SK パ ネル 専用 
(SK プ レー ト ) を 防護 材 (SK プ レー ト ) を 利用 し て 横 連 結 部 の すき 間 を 養生 し て くだ さい 。 


利用 する 上 


パネ ル 足 場 親 フレ ー ム パネ ル 和 足場 親 フレ ー ム 


SK プ レー ト 用 金具 
SK プ レー ト 
セー フ テ ィ SK パ ネル 


下 
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2) 側面 防護 工 ( ア サガ オ ) S K パ ネル 設置 


側面 防護 工 (アサ ガオ ) に つい て は 桁 の 構造 や 高 さ 、 中 段 ・ 上 段 足場 の 有無 等 に よっ て 設置 条件 、 作 業 環境 が 大 き 
く 異な り ま す 。 本 設置 例 は メタ ル 橋 の 比較 的 単純 な 条件 で の 一 例 で す 。 
実際 の 施工 ・ 設 置 に お いて は それ ぞ れ の 枚 梁 の 構造 や 条件 に 応じ た 適切 な 方 法 で 設置 を 行っ て くだ さい 。 


主 桁 の 吊 ピ ー ス 等 に 倒れ 止め チェ ー ン を 取り 付け る 。 


床 面 の SK パ ネル 上 か ら (また は 高 所 作業 車 上 か ら ) 桁 
フラ ンジ ・ 吊 ピー ス 等 に チェ ー ン を 取り 付け ます 。 


構造 等 の 理由 に より 吊り ピー ス 等 に チェ ー ン が 取り 付 
けら れ な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 状況 に 応じ た 安全 措置 
を 行なっ て くだ さい 。 


呈 


親 綱 は 腰 よ り 高い 位置 で 頑丈 な 部 分 か ら 張 る 


安全 帯 チェ ー ン クラ ンプ 


安全 帯 を 確実 に 使用 する 。 
※ 親 網 使用 を 推奨 ( 図 の 親 網 は 設置 の 一 例 ) 
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チェ ー ン を S K パ ネル に 掛け る 。 


桁 フ ラン ジ ・ 吊 ピー ス 等 に 取り 付け た 倒れ 止め チェ ー 
ン を アサ ガオ と する S K パ ネル に 取り 付け 固定 し ます 。 


倒れ 止め チェ ー ン を SK パ ネル に 確実 に 取り 付け 固定 す 
る まで は 床 面 の SK パ ネル 上 の 安全 な 場所 で 作業 し て く 
だ さい 。 


倒れ 止め チェ ー ン は どちら か に 必ず 掛け て くだ さい 


| 


倒れ 中 め チ ェ ー ン | | 計 ガ 
ーーーーーーーー | チェ ー ン クラ ンプ 


倒れ 止め チェ ー ン 倒れ 止め チェ ー ン は どちら か に 必ず 掛け て くだ さい 


SU | 前 中 H 四 
板 桁 
(ーー 
@ : 安全 帯 チェ ー ン クラ ンプ 
| / 
攻 けり D 
1 Neal 
| 
W 1 
1 | 1 1 
け ーー 箇 皿 サーー 箇 せ 一 一生 


不安 定 な 姿勢 で 作業 を し な い 。 
倒れ 止め チェ ー ン を 取り 付け 固定 する まで は SK パ ネル 
の 転倒 ・ 落 下 の 危 険 が あり ます 。 


S K パ ネル を 立て 、 床 面 の SK パ ネル と 連結 する 。 


床 面 上 か ら 2 名 以上 1 組 で アサ ガオ S K パ ネル を 立て 
て 、 床 面 の S K パ ネル と 自在 クラ ンプ で 連結 し ます 。 
SK パ ネル 床 面 の 組み 立て 方 法 と 同様 に 初め の 1 枚 は 2 
個 の 自在 クラ ンプ で 固定 し て くだ さい 。 


アサ ガオ SK パ ネル を 傾け て 取り 付け る 場合 は 布 フ レー 
ム (長方形 角 パ イプ ) の 床 側 と アサ ガオ 側 の 位置 を 少 
し ずら せ て くだ さい 。 


倒れ 止め チェ ー ン 


【@) 


控え パイ プ を 取り 付け る 。 


アサ ガオ と し て 立て た SK パ ネル に 柏 フ ラン ジ ・ 代 ピー 
ス の 丈夫 な 箇所 か ら 控 え パ イプ を 取り 付け ます 。 


転倒 防止 パイ プ 


倒れ 止め チェ ー ン 【e 


や へ 
陣 


KA se 
に 下 - に よ は 


07Z 
hs の 人 1 
層 NN 


作業 は 2 名 以上 1 組 で 互い に 声 を 掛け 合い 、 確 認 し な が 
ら 作業 する 。 


倒れ 止め チェ ー ン を 取り 付け 固定 する まで は SK パ ネル 
の 転倒 ・ 落 下 の 危 険 が あり ます 。 
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2 枚 目 の S K パ ネル を 立て 、1 枚 目 の S K パ ネル に 連結 
する 。 


床 面 上 か ら 2 人 で S K パ ネル を 立て て 、 床 面 の S K パ ネ 
ル と 自在 クラ ンプ で 連結 し 1 枚 目 の 側面 と し て 立て た 
SK パ ネル と ジョ イン ト に て 固定 し ます 。 


指 ・ 手 の 挟ま れ に 注意 する 。 


LMCO 


3 枚 目 以降 の SK パ ネル を 連結 し て いく 。 


3 枚 目 以降 は (5) の 手順 ・ 工 程 を 繰り 返し SK パ ネル 
を 立て 連結 し て いき ます 。 

この 際 に 計画 通り の 位置 (ピッ チ ) に 倒れ 止め チェ ー ン ・ 
控え パイ プ を 取り 付け て 行き ます 。 

倒れ 止め チェ ー ン ・ 控 え パ イプ を 取り 付け る 時 は (3)、 
(4) の 手順 を 守っ て くだ さい 。 


回 


転倒 防止 パイ プ 


チェー ジ 軸 
ノア デ バハ 


た 、 


Z 


SS 
に 


控え パイ プ は 壁 つ な ぎ で も ある の で 必ず 計画 通り に 取 
り 付 ける 。 


1 3) 組立 作業 の 手順 


・ 本 手順 書 は 標準 的 な アサ ガオ 組立 作業 の 一 例 で す 。 


実際 の 現場 に お いて は 状況 に 応じ た 適切 な 作業 手順 書 を 作成 し て 作業 し て くだ さい 。 


・ パ ネル の 倒れ 止め チェ ー ン が 吊り ピー ス 等 か ら 取 れ な い 場 合 は 、 現 場 状況 に 応じ た 安全 措置 を と っ て くだ さい 。 
・ ア サガ オ に つい て は 桁 の 構造 や 高 さ 、 中 段 ・ 上 段 足 場 の 有無 等 に よっ て 設置 条件 、 作 業 環境 が 大 きく 異な り 


生 光 マス 団 軒 ③ 功 潜 ご 


ます 。 本 組立 手順 は 一 定 の 条件 下 で の 一 例 で す 。 実 際 の 施工 ・ 
に 応じ た 適切 な 手順 で 組立 作業 を 行っ て くだ さい 。 


主 桁 等 に アサ ガオ パネ ル の 倒れ 止め 
チェ ー ン を 取り 付け る 


すす 


作 業 手順 


サブ フロ ー 


主 杵 の 吊 ピ ー ス 等 に チェ ー ン を 通し 
取り 付け る 


設置 に お いて は それ ぞ れ の 枚 梁 の 構造 や 条件 


・ 作 業 は 必ず 床 面 上 の SK パ ネル か ら 
(又は 高 所 作業 車 上 か ら ) 行ない 
確実 に チェ ー ン を 取り 付け る 


※ 親 綱 使 用 を 推奨 


倒れ 止め チェ ー ン を 1 枚 目 の SK パ ネ 
ル に 取り 付け る 


す 


倒れ 止め チェ ー ン を SK パ ネル の 吊 

リン グ 又 は 布 方 向 補強 材 に 通す 
馬 

ンー ジジ 424 の 82022 コージ の ジジ 2 

に か ける 


・ チ ェ ー ン は 主 桁 か ら 取 り 付 ける SK 
パネ ル 迄 の 距離 、 位 置 を 考え 事前 
に チェ ー ン フッ ク を 掛け る 位置 を 

確認 し て お く 


・ 足 場 上 の 端 部 で の 作業 は し な い 


(SK パ ネル 沙 下 防止 措置 ) 表 
> = ・ 倒 れ 止 め の チ ェ ー ン を 確実 に 取り 
ーー NN 了 ゞ ーー 
9 0 付け る まで は SK パ ネル を 絶対 に 外 
| 側 に 傾け な い 
写 馬 


SK パ ネル を 立て て 床 面 の SK パ ネル 
と 連結 する 


床 面 の SK パ ネル に 側面 用 の SK パ ネ 
ル を 固定 する た め 自 在 ク ラン プ を 2 
個 床 面 SGK パ ネル の 親 フ レー ム パ イ 
プ に 取り 付け る 


倒れ 止め チェ ー ン で 連結 され た 側面 
用 の SK パ ネル を 立て て 床 面 の SK パ 
ネル と 事前 に 取り 付け た 2 個 の 自在 
クラ ンプ で 固定 する 


・ 作 業 は 必ず 2 名 以上 1 組 で 行ない 
万 い に 声 を 掛け 合い 確認 し な が ら 
作業 を する 


・ 倒 れ 止 め チ ェ ー ン の 長 さ や 部 材 位 
置 の 再 調整 が 必要 な 場合 は 必ず SK 
パネ ル を 一 旦 床 面 の 安全 な SK パ ネ 
ル 上 に 回 収 し て 行なう 


馬 
控え 材 の パイ プ を 主 桁 、 吊 ピー ス 等 
に クラ ンプ 等 で 固定 する ・ ク ラン プ 等 の 落下 に 注意 
控え 材 の パイ プ を 取り 付け る 『 2 
反対 側 を アサ ガオ パネ ル の 親 フ レー 


ム パ イプ 等 に クラ ンプ 等 で 固定 する 


つの で し っ か り し た 場所 に 固定 


1 枚 目 の 側面 用 SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 も れ が な いか 確認 する ( 指 差し 確認 推奨) 


※ 全て の 手順 に わた っ て 2 名 以上 1 組 で 作業 を 行なう 


ps 


こと 
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2 枚 目 の SK パ ネル を 垂直 に 立て る 


2 パネル を 2 名 以上 1 組 で 垂直 に 立て 
る 


・ 床 面 上 の 安全 な 位置 で 作業 を する 


※ 親 綱 使 用 を 推奨 


馬 


倒れ 止め チェ ー ン を 1 枚 目 の SK パ ネ 


才 


倒れ 止め チェ ー ン を SK パ ネル の 吊 
リン グ 又 は 布 方 向 補強 材 に 通す 
(P37 2 図 参 照 ) 


・ チ ェ ー ン は 主 桁 か ら 取 り 付 ける SK 
パネ ル 迄 の 距離 、 位 置 を 考え 事前 
に チェ ー ン フッ ク を 掛け る 位置 を 

確認 し て お く 


ル 同 様 に 取り 付け る 
(SK パ ネル 落下 防止 措置 ) の < 6 ・ 足 場 上 端 部 で の 作業 は し な い 倒 れ 
チェ ー ン フッ ク を チェ ー ン の リン ク | 上 あめ の チェ ー ン を 確実 に 取り 付け 
に か ける る まで は SK パ ネル が 落下 する お そ 
れ あ り 
- 昌 2 


あら か じ め 床 面 の SK パ ネル に 取 


り 
付け て ある 自在 クラ ンプ の 上 に 垂直 
に 立て た パネ ル を 乗せ る 


クラ ンプ の ふた は 先 に 起こ し て お き 
パネ ル を 乗せ た 後に クラ ンプ を 速 や 
か に 締め られ る よう に し て お く 


・2 名 以上 1 組 で 作業 する 


コル 


パネ ル を 押し 込み ジョ イン ト を 差し 込 
む 


2 


パネ ル の 上 部 と 下部 の ジョ イン ト を 
側面 と し て 事前 に 取り 付け た 
SK パ ネル に 2 名 以上 1 組 で 差し 込む 


・ し っ か り ジ ョ イン ト が 差し 込ま れ 
た か 確認 する ( 指 差し 確認 推奨 ) 


二 


ジョ イン ト の 抜け 止め ・ ガ タ 止 め を 
する 


に つ 
脱落 防止 ピン を パネ ル 親 フレ ー ム パ 
イプ の 連結 固定 穴 に 一 杯 まで 差し 込 
む 

馬 
ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 締 
め る 


・ 固 定 ポ ルト は 締め 過ぎ に 注意 
(クラ ンプ 締め 程度 が 適正 ) 


宮 * 朝 
に 床 面 用 SK パ ネル に 取り 付け て ある | ・ ク ラン プ で 連結 し ジョ イン ト を 連 
N ジ 2 と 相 
を 光 | 自在 クラ ンプ で 親 フ レー ム パ イプ ど | 結 す る まで は 2 名 以上 1 組 で し っ か 
2 うし を 連結 する り 支 える 
二 層 


控え パイ プ を 取り 付け る 


1 枚 目 と 同様 に 搾 え 材 の パイ プ を 主 
桁 、 吊 ピー ス 等 に クラ ンプ 等 で 固定 
する 

馬 
反対 側 を アサ ガオ パネ ル の 親 フ レー 
ム パ イプ 等 に クラ ンプ 等 で 固定 する 


・ 控 え パ イプ の ピッ チ は アサ ガオ の 
高 さや 風 計算 に 基づき 計画 され て 
いる の で 、 取 り 付 け ピ ッ チ は 計画 
通り に 正しく 取り 付け る 


写 


必要 に 応じ 腹 起 し パイ プ を 取り 付け る 


2 
パネ ル の アン カー に 4 分 の ボル ト で 
単 ク ラン プ を 取り 付け る 

馬 


腹 起 し 用 の パイ プ を 単 ク ラン プ に 取 
り 付 ける 


・ 搾 え パ イプ を 腹 起 し パイ プ に 取り 
付け る 場合 も 上 記 の 手順 通り 主 桁 
等 の 丈夫 な 部 分 に 取り 付け る 


2 枚 目 以降 の 側面 用 SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 も れ が な いか 人 確認 する ( 指 差し 確認 推奨) 


※ 全て の 手順 に わた っ て 2 名 以上 1 組 で 作業 を 行なう こと 
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4) 解体 作業 の 手順 


取り 外す SK パ ネル の 前 に 移動 


床 面 SK パ ネル 上 又は 高 所 作業 車 上 で 次 に 取 


り 外 す パ ネル の 前 に 移動 する 


安全 帯 フッ ク を 適正 な 位置 に 盛り か える 
(2 」 掛け 励行 ) 


・ 安 全 帯 を 外し て 移動 し な いこ と 


※ 親 綱 使 用 を 推奨 


これ か ら 外 す SK パ ネル の 各部 が 正しく 取り 付け られ て いる か 、 変 則 組 み が な いか 人 確認 
シー ト 養 生 は 事前 に 外し て お き 、SK パ ネル が 連続 し て 見 通せ る 状態 に し て お く 


2 


( 腹 起 し パイ プ の ある 場合 は 腹 起 し パイ プ を 
単 ク ラン プ か ら 取 り 外 す ) 


ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 緩め る 
馬 


・ 作 業 を 開始 し た HH 
重 を 


中 の パネ ル に 寄り 掛か っ た り 
掛け た り し な い 


パネ ル を 横 に 引き 出し ジョ イン ト 
を 抜い て 床 面 上 の 安全 な 場所 に 
引き 下げ る 


アサ ガオ パネ ル を 2 名 以上 1 組 で ゆっ くり 横 に 


引き 出す 

馬 
横 に 引き 出し パネ ル 同 士 が 完全 に に 外れ た ら 
床 面 SK パ ネル の 安全 な 位置 に 移動 させ る 


パネ ル を 移動 させ 安全 が 確保 され た 事 を 確認 
出来 た ら 倒 れ 止 め チ ェ ー ン を 取り 外す 


・ 諾 右 2 名 以上 1 組 で 声 を 掛け 合い 確 


2 解体 する 側面 用 SK パ ネル の 連 ・ 必 ず 2 名 以上 の 作業 で 互い に 声 を 描 
敵 結 を 解除 する 床 面 の SK パ ネル と 連結 し て いる 自在 クラ ン け 合 い 確 認 し な が ら 作 業 する 
の RG も て あ ・ 安 全 培 が 正しく 掛か っ て いる か 確認 す 
較 腕 落 防止 ピン を パネ ル 親 フレ ー ム パイ プ か Pk 0 
刀 
読 ら 引 き 抜 く 
導 すす 
和 RE ・ 効 率 だ け を 考え 、 解 体 し よう と し て 
ず 解体 し よう と する アサ ガオ パネ ル 解体 し よう と する アサ ガオ パネ ル に 控え いる 列 で まだ 解体 し よう と し て いな 
6 に 控え パイ プ が 取り 付け られ て パイ プ が 取り 付け られ て いる 場合 その 解 い パ ネル の 控え パイ プ を 先行 し て 取 
ネ 2 体 し よう と し て いる パネ ル 1 枚 分 の み の | り 外 す と 、 パ ネル を 取り 外し た 瞬間 
区 いる 場合 は 取り 外す 控え パイ プ を 取り 外す 落下 する 可能 性 が ある の で 必ず ー ヶ 
取 所 づつ 順次 取り 外す こと 
外 
に ジョ イン ト 固 定 ボ ルト を レン チ で 緩め る 
を 解除 する ・2 名 以上 1 組 で 作業 する 
94 脱落 防止 ピン を 親 フ レー ム か ら 引 き 抜く 
十 


認 を し な が ら 作業 を 行なう 


・ パ ネル は 絶対 に 外側 に 傾け な い 


最後 の アサ ガオ パネ ル に 取付 け 
て ある クラ ンプ を 緩め る 


最後 の 1 枚 の 側面 パネ ル は 床 パ ネル と 2 個 の ク 
ラン プ で 取付 け て ある こと を 確認 する 


クラ ンプ は アサ ガオ パネ ル 側 の み の 2 個 と も 緩 
め る ( 床 側 の SK パ ネル 側 の ナッ ト は 緩め な い ) 


・2 名 一 組 以上 で 必ず 側面 パネ ル を 支え 


て も ら っ た 状態 で 作業 する 


・ 安 全 帯 が 正しく 掛か っ て いる か 人 確認 する 


(アサ ガオ パネ ル に は 絶対 掛け な い ) 


側面 用 パネ ル を 床 面 上 の 安全 な 
場所 に 移動 させ る 


で 土 当 ミス 団 碧 ③ 潜 こら 交 当 


自在 クラ ンプ は 床 面 パネ ル に は 固定 し た まま ア 
サガ オ パ ネ ル に 固定 し て ある クラ ンプ の ふた の 
み を 外す 

馬 


2 名 以上 1 組 で アサ ガオ パネ ル を ゆっ くり と 上床 
面 上 の 安全 な 場所 に 移動 させ る 


馬 
最後 に 倒れ 止め チェ ー ン を 外す 


・ 側 面 が 撤去 され 又は 解体 途中 の 場所 で 


は 必ず 安全 帯 を 使用 する こと 


・ 倒 れ 止め チェ ー ン は 最後 まで 取り 付け 


た 状態 で 一 番 最後 に 取り 外す 


・ パ ネル は 絶対 に 外側 に 傾け な い 


※ 全て の 手順 に わた っ て 2 名 以上 1 組 で 作業 を 行なう こと 
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1〕 吊り 足場 に 求め られ る 安全 と は 


安全 は 全て の 人 の 願い で す 。 た だ し 、 安 全 を 考え る こと は リス ク を 考え る こと で も あり 、 考 えら れる 
リス ク を 分 類 、 分 析 し な いと 安全 に 対す る 具体 的 な 対策 は で きま せん 。 で は 、 吊 り 足 場 に 求め ら 
れる 「 安 全 」 と は どの よう な も の が ある で し ょ うか 。 

被災 者 に よる 分 類 で 考え る と 以下 の 3 種類 に な り ま す 。 


1. 組立 ・ 解 体 時 の 足場 工事 作業 者 の リス ク ・ 安 全 
2. 足場 完成 後 の 足場 使 用 者 の リス ク ・ 安 全 


3. 工事 に 関係 の な い 第 三 者 に 対す る リス ク ・ 安 全 


た だ し 、2. に つい て は 完成 し た 吊り 足場 を 、 塗 装 (剥離 作業 含む ) 工事 、 コ ンク リー ト 点 検 ・ 補 
修 工事 、 床 版 補強 工事 等 で 使用 する 場合 に お いて の 重大 な リス ク は 感電 ・ 火 災 ・ 中 毒 ・ 酸 欠 ・ 重 
量 物 を 足元 に 落と す 等 が 考え られ ます が 、 セ ー フ ティ SK パ ネル の 組立 ・ 解 体 に 関す る 本 マニ ュ ア 
ル と は 直接 関係 の な い 内 容 で す の で 記載 は 省き ます 。 


まず 、 1. に つい て 考え る と 重大 な リス ク は 墜落 ・ 転 落 で あり 、 そ の 対策 は 以下 に な り ま す 。 


(① どの よう し て 墜落 し な いよ うに 作業 を 進め る か 。 
② 万 一 、 足 場 か ら 落 下 し た 場合 に どの よう に 地上 (水上 ) へ の 墜落 衝突 を 防ぐ か 。 


① に つい て は 本 マニ ュ ア ル の 施工 方 法 、 手 順 を 守る と と も に 、 セ ー フ ティ SK パ ネル の 構造 や 仕組 
み を 理解 する こと も 重要 で す 。 理 解す る こと に よっ て 、 イ レギ ュ ラ ー な 場合 に お いて も 的 確 に 対処 す 
る こと が 可能 に な る か ら で す 。② に つい て は 安全 帯 を 常時 使用 する こと に より 、 確 実に 防ぐ こと が 
で きま す 。 


次 に 、3. に つい て 考え られ る リス ク は 高 所 か ら 物 品 を 落下 させ る こと で あり 、 そ の 対策 は 以下 に な 
り ま す 。 


① どの よう に し て 物品 を 落下 させ な いよ うに 作業 を 行なう か 。 
②) 物 晶 を 落下 させ て し まう 可能 性 の ある 区 域 に 第 三 者 が 立ち 入ら な いよ うに 人 確実 に 規制 を 行なう 。 


特に 、② に つい て は 圧 設 橋 で の 吊り 足場 施工 の 多く の 場合 は マン ショ ン の 改修 工事 同様 に 一 般 通 
行者 、 一 般 通行 車両 の 往来 する 上 方 に 足場 を 設置 する 作業 と な り ま す 。 一 般 通行 者 は も ちろ ん へ 
ル メ ッ ト 等 の 保護 具 は 身 に 着け て お ら ず 、 金 属 が 主 な 材料 で ある 足場 部 材 を 落下 させ て し まう と 、 
まず 重大 事故 に な る と 考え な けれ ば な り ま せん 。 工 事 当事者 が 事故 で 被災 する こと も あっ て は な ら 
な いこ と で す が 、 工 事 に 関係 の な い 第 三 者 に 被害 を 与え る こと は 絶対 に あっ て は な ら な いこ と で す 。 
施行 管理 者 、 作 業者 は 物 を 落と さ な い 作業 ・ 手 順 を 守る と と も に 、 交 通 規 制 を 行う 区 域 以外 に も 
どこ か に 物品 の 落下 の 可能 性 が な いか チェ ッ ク し 、 対 策 を 講じ る こと が 重要 で す 。 


組立 ・ 解 体 作業 の 安全 (1) 基本 


SK パ ネル は 、 自 分 の 作業 する 足元 を 固め 、 な お か つ 安 全 帯 を 掛け 替え な が ら 吊 り 足 場 を 組み 進め る こと で 、 
二 重 の 安全 構造 と な り ま す 。 

組み 立て また は 、 解 体 する パネ ル の 手前 に ある チェ ー ン クラ ンプ の リン グ に 安全 帯 を 掛け ます 。 

万 が 一 パネ ル に 何 か 不 具合 が あっ て も 、 安 全 帯 を 常時 使用 し て いれ ば 最悪 の 事態 は 防ぐ こと が で きま す 。 


例 』 チェ ー ン クラ ンプ の リン グ に 安全 帯 を 掛け る 。 


で 


/ 必ず 盛り 替え る 先 の フッ ク を 先 に 
′ 掛け て か ら 元 の フッ ク を 外す 


ます 
ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニー 


2 丁 掛け 励行 


安全 帯 の フッ ク は 、 確 実に 吊り ピー ス か チェ ー ン に 掛け て くだ さい 。 


チェ ー ン クラ ンプ を 使用 せ ず に 吊り チェ ー ン が シン グル 吊り の 時 に は 、 チ ェ ー ン 
例 に 安全 帯 を 掛け て くだ さい 。 安全 帯 は で きる だ け 高 い 位置 に 掛け て くだ さい 。 


2 丁 掛け 励行 
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2. 最初 と 最後 の 1 枚 に 注意 する 。 
最初 (最後 ) の 1 枚 が 2 点 吊 り の 場合 、 非 常に 不安 定 な 状態 と な り パ ネル は 簡単 に 回 転 し て し まい ます 。 


fi 
H 
I 
WV 
NN 
MI 
に 
\ 


ぅ チェ ー ン を 吊り ピー ス 等 に ルー プ で 吊る 場合 、 桁 の 下 フ ラン ジ 1 
例 を 取り 付け 、 こ こ に 安全 帯 を 掛け て くだ さい 。 例 


直接 主 桁 に ルー プ で 吊る 場合 


吊 リク ラン プ 


必ず 盛り 替え る 先 の フッ ク を 先 に 
掛け て か ら 元 の フッ ク を 外す 最初 の 1 枚 


Y 1O Y 
2 丁 掛け 励行 


正しい 方 法 


人 @ 吊 り チ ェ ー ン 吊 点 位置 確認 (4 点 ) 
@ パ ネル 部 吊 チ ェ ー ン 横 ズ レ 防 止 措置 


等 
品 


を 行なっ て くだ さい 。 


@ バ パネ ル を 4 点 吊 り に し 、 単 管 等 で フレ 


チェ ー ン クラ ンプ に ルー プ で 吊る 場合 フレ 2 上 o>F 止め 措置 を 行なっ て くだ さい 。 


チェ ー ン が ルー プ 吊 り の 場合 は チェ ー ン が 回 る お それ が ある の 
注 忠 


で 、 チ ェ ー ン に は 安全 帯 を 掛け な いで くだ さい 。 横 ズ レ 防 止 措置 
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例 2 高 所 作業 車 で 作業 する 場合 


LMCO 


正しい 方 法 


は ーーーーーーーーーーー ニ ーーー て コ 


2 枚 同時 に 取り 付け (撤去 ) し 、 
4 点 吊 り の 状態 で 作業 を 行 
な っ て くだ さい 。 


ぅ 高 所 作業 車 が 使え な い 現場 で は 、 最 初 (1 枚 目 ) の SK パ ネル は 単 管 、 ク ラン プ 等 
例 で フレ 止め 措置 を 行ない 、 主 桁 、 昇 降 足場 等 の 支持 構造 物 と 国定 し て くだ さい 。 


橋脚 上 か ら 主 桁 等 の 吊り ポイ ント に 4 
本 の チェ ー ン クラ ンプ を 設置 し 、 チ ェ ー 
ン を 取り 付け る 。 


最初 (一 枚 目 ) の SK パ ネル を 表 か に 
お ろ す 。 


/ 人 N 警 生 


最初 (組立 時 ) 最後 (解体 時 ) の SK パ ネル 先 の 取 
り 付け ・ 取 り 外 し 作業 は 必ず 安全 帯 を 使用 し 、 橋 
脚 また は 橋脚 の 昇降 設備 か ら 行なっ て くだ さい 。 


横 ズ レ 防 止 装置 
(クラ ンプ 等 ) 
吊り ポイ ント に 取り 付け られ た 4 本 の 
チェ ー ン を 最初 (一 枚 目 ) の SK パ ネ 
ル の 親 フ レー ム 両 端 内 側 に か け 、 自 在 
クラ ンプ で 横 ズ レ 防 止 指 置 を 行なう 。 


最初 (一 枚 目 ) の SK パ ネル に 単 管 、 
クラ ンプ 等 で 、 フ レ 止 め 措置 を 行なう 。 


/N 警 生 


フレ 止め 措置 が 完了 し て いな い 1 枚 目 の SK パ 
ネル に は 絶対 に 乗ら な いで くだ さい 、。 


解 体 
@ 橋 脚 上 か ら 最 後 の SK パ ネル の フレ 止め を 解除 し て くだ さい 。 


信 最 後 の SK パ ネル を 橋脚 上 へ 引き 上 げ 、 チ ェ ー ン と チェ ー ン クラ ンプ を 取り 外し て くだ さい 。 


LMCO 


概 


束 


【2) 変則 組み 


1. ジ ョ イン ト を 外し た パネル 、 向 き の 逆 に な っ た パネ ル に 注意 する 。 


パネ ル に ジョ イン ト な し パネ ル の 向き が 逆 


1 開口 と し て 使用 する 場合 は 、、 ジ ョ イン ト を 外し た 1 枚 の パネ ル に 、4 個 (片側 2 
例 個 つ つ ) の クラ ンプ を 取り 付け る 。 


ジョ イン ト な し ' 
SK パ ネル 


N 


自在 クラ ンプ 
解体 時 に 於 いて 、 片 側 に クラ ンプ 2 個 の 取り 付け が 「 ジ ョ イン ト な し 」 の 目印 と な り ま す 。 
また SK パ ネル の フレ ー ム どう し が 番線 で 括 ら れ て いる 場合 も 「 ジ ョ イン ト な し 」 と みな し て 


[ ジョ イン ト な し 


注意 し て くだ さい 。 
(自分 の 乗っ た パネ ル の 番線 は 絶対 に 切ら な い ) 
//JMCO ーー48 一 一 


注意 図 中 の パネ ル A で 、 自 在 ク ラン プ が 片側 1 個 づ つ ( 計 2 個 ) し か つい て いな い 場 合 、 
呈 員 時 バネ ル A に 人 が 乗る と 、 パ ネル A は 回 転 し ます 。 


パネ ル A 
(ジョ イン ト あ り ) 


パネ ル A 
(ジョ イン ト な し ) 


開口 部 ( 綱 線 部 分 ) 


自在 クラ ンプ / 


9 に ーー ALJMCO 


。 ③ チェー ン を 盛り 替え る 。 


ジョ イン ト を 外し た パネ ル を 、 開 口 部 の 蓋 と し て 利用 する 場合 、 日 常 の 開閉 の た め に 隣 の パネ ル は チェ ー ン を 礎 り 
苦 え る 場合 が 多く あり ます 。 解体 時 に は 、 蓄 と し て 利用 され た パネ ル に 、 チ ェ ー ン を 磁 り 替え て か ら ( 苑 に 戻し て 
か ら ) 解体 作業 を 行なっ て くだ さい 。 


開口 と し て 使用 時 


開口 部 (斜線 部 分 ) チェ ー ン を 盛 り 替 え ず に 、2 列 目 
ジョ イン ト の な い パ ネル “る の 開口 部 パネ ル に 乗っ て 3 列 目 を 
解体 する と 、 墜 落 の 危険 が ある 。 


解体 前 


吊り チェーン 


| 開口 部 の 状 の パネ ル 


拡大 図 


開口 部 (斜線 部 分 ) 
ジョ イン ト の な い パ ネル 
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女 学 


2. パ ネル の 向き に 注意 する 


セー フ テ ィ SK パ ネル は 有 有 カ ー ブ 、 左 カー ブ を パネ ル の 向き を 変え る ろ こ と に よっ て 対応 し て いま す (P27 参 
照 )b。 こ の た め 、 連 続 し た パネ ル 足 場 で も パネ ル の 向き (ジョ イン ト の 向き ) が 変わ る 部 分 が で る こと が あり 
ます 。 こ の 場合 、 向 き の 切 り 変 わる 部 分 に は ジョ イン ト が な いこ と に な り 、 注 意 と 安定 化 の 対処 が 必要 で す 。 


また 、 何 列 か 連続 し て 組ん で いる 場合 に は 2 列 目 、 3 列 目 と 自在 クラ ンプ 2 個 で 横 連 結 さ れ て いと き は あ 
る 程度 安定 し て ます が 、 最 後 の 列 で は ど ジョイ ント の な い パ ネル は わずか な 力 で 簡単 に 回 転 す る 状態 と な り ま 
す 。 下図 の よう に 後退 し な が ら 解 体 し て いき 、 何 の 対策 も され て いな けれ ば ① ゆ ① の パネ ル を 外し た 瞬間 に 、 自 
分 の 乗っ て る ② の パネ ル が 回 転 し て し まう こと に な り ま す (事故 シュ ミレ ーション 例 1 参照 )。 


1 


上 


! 解体 の 方 向 


〇 〇 〇 
④ ③ 
ジョ イン ト な し 自分 の 乗っ つた ② の 
(向き が 変わ る 部 分 ) パネ ル が 回 る 。 


パネ ル の 向き の 変わ っ て る 場合 は 「 あ る 場所 か ら パ ネル の 吊り リン グ パ ター ン が 入れ 替わっ て る 」「 ジ ョ イ 
ント 部 に ボル ト や 抜け 止め ピン が な い 」「 番 線 で 固定 され て いる 」 等 の 特徴 が あり ます 。 


吊 リリ ング 1 
解 と 
』 1 l 
向 Il Il ① 0 
0 1 0 
ガタ 止め ボル ト 
HU と 抜け 止め ピン が な い 
この 部 分 で 
パネ ル の 向き が Il ③ 0 0 
変わ っ て いる 。 
0 の 0 1 
| | 
HSA630 で の 場合 2 ] 2 通常 の ジョ イン ト 部 
ーー51ーー //JMCO 


3.SK バ ネル 解体 時 の 注意 


| 解体 途中 の パネ ル に は 絶対 乗ら な い 。 


解体 する パネ ル は 、 ピ ン ・ ボ ルト ・ ク ラン プ が 外さ れ て いた り 緩 め ら れ て いた りす る た め 不 安定 で 非常 に 危 


険 で す 。 
1 


| の 時 


2 列 以 上 の 時 


守 
解体 中 の パネ ル 


/ 


| 解 体 方 向 | | 


二 20 


HH 解体 中 の パネ ル 


IINSN 


N 


N 2 


解体 する 列 の 順序 = = 解体 中 の SK パ ネル 
クラ ンプ の ふた を 外し た 瞬間 に パネ ル が 崩れ 落ち ます 。 
※ ク ラン プ の ナッ ト を 緩め て も ずっ と 固い 場合 は 特に 注意 ! 
自分 が 乗っ て いる パネ ル の クラ ンプ を 外し て いる 可能 性 あり 。 


ーー 
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= 、////// 


SS 
解体 方 向 


解体 する 列 の 順 記 = 解体 中 の SK パ ネル 


例  。 列 の 解体 する 順序 が 組み 立て 時 の 逆 に な る 場合 は 、 チ ェ ー ン を 盛り 替え る 。 


SK パ ネル は 、 通 常 組 み 立て た 時 の 逆 の 順序 で 解体 する の が 望ま し いで す が 、 現 場 の 都合 に より 必ず し も その 


よう に な ら な い 場 合 ! 


ー 


\ー 


は 、 チ ェ ー ン を 盛り 替え て くだ さい 。 


列 の 組立 順序 


ーーーーーーー ッ 
Il Il 


① 
列 の 解体 順序 (通常 の 方 法 ) 
- ー = - 
④ ③ の ) 
列 の 解体 順序 (組立 時 と 同じ 順序 ) 
に 1 am 1 
① の ③ 


= の 位置 ( 横 の パネ ル ) に チェ ー ン を 盛 夫 え る 。 


ALJMCO 


4. 事 故 シ ュ ミ レー ショ ン 例 


例 』 変則 的 な 組み 立て に 気付 か ず 単純 な 解体 作業 を 行なっ た 。 


状 況 
組み 立て 時 に 何ら か の 理由 、 ま た は 勘違い に より 連続 し た パネ ル 足 場 が 、 あ る 部 分 か ら 向 き が 反転 し て いた が 、 気 
付か ず に その まま 単純 に 解体 作業 を 続け て し まっ た 。 


| 事故 内 容 | 
向き の 変わ っ て る 部 分 の ジョ イン ト の な い パ ネル に 乗り 、 取 り 外 すそ の 前 の パネ ル を 前 方 に 押出 し 、 ジ ョ イン ト を 
抜い た 瞬間 に 乗っ た パネ ル が チェ ー ン 支持 の 部 分 で 回 転 し 、 作 業者 は バラ ンス を 和 失っ て 墜落 し た 。 


特徴 (ポイ ント ) 


回 転 し て し まっ た パネ ル に 乗っ た 時 点 で は パネ ル は 何 も な か っ た の で 気付 か ず そ の まま 作業 し た 。 


主 ・ 向 き が 変わ っ た り 、 開 口 な ど で 使用 し 、 ジ ョ イン ト の な い パ ネル が ある の に 確認 せ ず に 通常 通り の 流れ の 
作業 を お こ な っ て し まっ た 。 
・ 変 則 的 な 組み 方 を し た 担当 、 監 督 者 が 注意 表示 を お こ な わ な か っ た 。 
・ パ ネル 組み 立て 時 に ジョ イン ト の な い パ ネル に 対し パネ ル 固 定 や チェ ー ン 追加 の 措置 が 行なわ れ て いな 
か っ た 。 

副 ・ 注 意 力 低下 、KY 活 動 の 徹底 不足 。 連絡 ・ 申 し 送り の 欠如 。 


・ 向 き が 変わ っ た り 、 開 口 な ど で 使用 し た ジョ イン ト の な い パ ネル が な いか 作業 前 に 必ず 確認 を 行なう 。 
・ 変 則 的 な 組み 方 を し た 場合 は 必ず 表示 を 行ない 、 記 録 し て お く 。 

・ 解体 時 に 不安 定 で 危険 が 考え られ る 場合 は 組み 立て 時 か ら 安 定 化 措置 を し て お く 。 

・ 単 純 作 業 に な ら な いよ うに 意識 を も つ 。K Y 活 動 で 安全 確保 の 方 法 を 全員 徹底 する 。 
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例 2 効率 の み を 考え て 勝手 な 作業 を 行なっ た 。 


広 床 の 高 所 作業 車 を 使用 し て パネ ル 解 体 作業 を 行なっ て いた 。 高 所 作業 車 の ステ ー ジ が 下 に いっ て る 間 に 次 に ス 
テー ジ が きた ら 早 く 下 ろ せ る よう 外す パネ ル に 乗っ て 2 枚 分 の チェー ン を 先 に まとめ て 4 本 と も 外 そ うと し た 。 


| 事故 内 容 | 
チェ ー ン ご と 4 個 の 鉄骨 取付 金具 を 外し きっ た と た ん に 、 チ ェ ー ン を 外し た パネ ル 2 枚 が ジョ イン ト 部 分 で 折れ 曲 
が っ て く の 字 に 曲り 、 乗 っ て いた 作業 者 が 2 名 と も パネ ル か ら 滑 り 落 ち て 墜落 し た 。 


特徴 (ポイ ント ) 
高 所 作業 車 を 使用 し て いる か ら 取 り 外 す パ ネル に 乗っ て も いい と 思っ た 。 


主 ・ 高 所 作業 車 で 取り 外す パネ ル を 完全 に 確保 せ ず に チェ ー ン を 外し 、 パ ネル が 作業 員 と 自重 に 奇 え られ な い 
状態 に し て し まっ た 。 
・ 基 準 や 作業 手順 を 無視 し た 。 

副 ・ セ ー フ ティ SK パ ネル に 対す る 知識 不足 。 監督 ・ 指 揮 者 の 怠慢 。 


| 防止 策 = 
・ 勝手 な 判断 を せ ず に 必ず 作業 手順 、 使 用 基準 を 守る 。 ま た 監督 ・ 指 揮 者 は 常に 作業 内 容 を 監督 、 是 正す る 。 
・ 取 り 外 し 作業 は 高 所 作業 車 の ステ ー ジ で 完全 に 確保 され て か ら 行 な う 。 
・ 確 保 さ れ て いな い 状 態 で は 絶対 に 取り 外し 途中 の パネ ル に は 乗ら な い 。 
・K Y 活 動 等 で パネ ル 足 場 の 構造 や 知識 を 周知 させ れる 。 
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例 3 経験 不足 の 作業 員 に 指導 監督 せ ず に 作業 を させ た 。 例 人 4 。 足場 の 隙間 か ら 交 通 規制 を 行なっ て いな い 一 般 道 に 材料 を 落下 させ た 。 


S K パ ネル の アサ ガオ の 解体 作業 を 行なっ て いた 。 リ ー ダ ー は S K パ ネル の 作業 経験 の 少な い 作業 員 2 名 に アサ ガ 
オ パ ネ ル の 取り 外し を 行なう よう に 命じ 、 そ の 場 を 離れ た 。 作業 員 は 別々 に 先 に 主 桁 吊 り ピ ー ス の チェ ー ン を アサ 
ガオ パネ ル か ら 外 し 、 次 に パネ ル を 手前 に 倒し て 取り 込み や すい よう に 足元 の 自在 クラ ンプ を 緩め て お いて 最後 に 
腹 オ コシ か ら 取 っ た 単 管 控え を 外 そ うと し た 。 


足場 の 組立 者 は CATV の ケー ブル 回 避 の た め 1 列 分 の パネ ル の 数 枚 を 5 ^ 6cm 程 度 に 上 げ て 吊り 足場 を 設置 し て い 
た 。 人 の 落ち る 隙間 で は な く 、 す ぐに 全面 シー ト 養 生 を する 予定 だ っ た た め 特 に 板 等 で 雲 が ず に その まま シー ト 養 
生 を 行なっ た 。 足 場 は その 後 別 の 工事 会 社 に 引き 継が れ 、 工 事 完了 後 足 場 の 解体 作業 が 始ま っ た が 、 解 体 作業 場所 
か ら 少 し 離れ た その 当該 箇所 付近 を 材料 の 仮 の 集積 場所 と し て 台車 へ の 積み 替え を 行なっ て いた 。 作 業者 は 段差 を 


認識 し て いた が 、 隙 間 は 板 で 養生 され て いる も の と 思っ て いた 。 


| 事故 内 容 
パネ ル の 上 に 仮 置き され て いた 単 管 を 台車 に 積み 替え て いた が 、 シ ー ト が 部 分 的 に 推 れ て お り 、 台 車 の キャ スタ ー 
に 引っ 掛か り そ う で あっ た 。 集積 者 は シー ト を 先 に 外し て 畳 も うと し パネ ル 上 で シー ト を 引い た 。 そ の 瞬間 に シー 
ト の 端 に の っ て いた 短い 単 管 2 本 が 転がり 、 隙 間 か ら 交 通 規 制 の され て いな い 10m 下 の 歩道 に 落下 し た 。 


| 特徴 (ポイ ント ) 
物品 落下 の 危険 個所 が 認識 され て お ら ず 、 ま た 、 現 状 を 確認 せ ず に 作業 手順 以外 の 作業 を 行なっ た 。 


事故 内 容 
単 管 控え を 外 そ うと クラ ンプ を 緩め た 瞬間 に アサ ガオ パネ ル が 自重 で 外 に 倒れ よう と し た た め 、 支 えよ うと し た が 
パネ ル の 重 さ に 耐え 切れ ず に パネ ル に 引っ 張ら れ て 逆さ に な っ て 隊 落 し た 。 


特徴 (ポイ ント ) 


未経験 作業 員 は 単 党 アサ ガオ の 単 管 の 建 地 と 同じ よう に 取り 外 そ うと と し た 。 


| 昌 
アサ ガオ と し て パネ ル 使 用 
い vV O で ーー デ AA 7 
) さく 
ーー 自在 クラ ンプ 
原 。 因 
原 図 主 ・ 解 体 の こと を 考え ず 、 単 管 落 下 の 可能 性 の ある 隙間 を 
主 ・ 手 順 を 知ら な か っ た た め 1 人 で 支え きれ な い 状態 と な っ た パネ ル を 1 人 で 支え シー ト 張 り の み と し て いた 。 

人 ・ 危険 個所 、 注 意 個所 が 記録 、 引 継ぎ され て いな か っ た 。 


・ 管 理 者 に 確認 せ ず 予定 外 の 作業 を 行なっ た 。 
・ 作 業 前 に 集積 場所 付近 の 現況 確認 を し な か っ た 。 


重い も の は 不 充分 な 体勢 で は 絶対 に 支え きれ ず に も っ て いか れ て し まう 。 
・2 名 で すべ き 作 業 を 1 人 で 行なっ た 。 
・S K パ ネル の 知識 の な い 人 間 が 自己 判断 で 作業 を 行なっ た 。 二 
右 に 回 =wh に 品 て の は ず だ の 思い 込み 
副 ・ セ ー フ ティ SK パ ネル に 対す る 経験 ・ 知 識 不 足 。 監 督 ・ 指 揮 者 の 怠慢 。 M 
0 一般 道 へ の 物品 落下 の 重大 性 の 認識 不足 。 


防止 策 
・ ア サガ オ の パネ ル は チェ ー ン 等 で 確保 し た まま 外 に 倒れ な い 角 度 に し て か ら 部 材 を 外し て 足場 側 に 取り 込む 。 
・ 注 意 個所 、 危 険 個所 は 必ず 表示 ・ 記 録 ・ 申 し 送り を 行い 、 最 終 作業 者 に 確実 に 伝わる よう に する 。 


・ 監 督 ・ 指 揮 者 は 初心 者 を 単独 で 作業 させ ず に 、 熟 練 者 を 常に 同伴 させ 0 J 作業 を 行なっ て いく 。 
・ 物 唱 の 落下 の 可能 性 の ある 隙間 は 必ず 確実 な 方 法 で 塞ぐ 。 


・ 重 いも の の 扱い は 必ず 2 名 以上 で 。 
・ 足 場 の 現状 の 確認 。 足 場 の 上 か ら の み で は な く 、 地 上 か ら も 足場 の 現況 を 確認 する 。 


・ 予 定 外 の 作業 を 個人 の 判断 で し な い 。 必 要 な 場合 は 必ず 管理 者 に 連絡 し て 確認 。 
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第 三 者 (一 般 通行 者 ) へ の 安全 人 確保 


ALJMCO 


前 項 ま で の 事故 シミ レー ショ ン 例 の うち 例 1 て 3 は 作業 者 自身 の リス ク と その 安全 対策 に つ 
いて 記さ れ て いま す 。 例 4 は 全く 別 の 次 元 で 、 作 業者 に は ほとん ど リ スク は あり ませ ん が 、 
工事 の 第 三 者 で ある 一 般 通行 者 に 対し て 重大 な 災害 と な る うる リス ク と その 対策 が 記さ れ て 
いま す 。 


般 通行 者 は 保護 具 を 付け て お ら ず 、 過 去 の 足場 事故 の 被災 者 は 高齢 者 や 幼児 等 の 身体 
的 弱者 も 多く 含ま れ ま す 。 ま た 、 自 動車 や オー トバ イ は 時 速 数 十 キ ロ で 走っ て お り 、 低 い 
高 さ か ら 単 管 ジ ョ イン トー つ 落 と し て $ 重 大 な 事故 に 結び 付き ます 。 


足場 等 の 仮設 工事 に お いて は 件 数 で 言う と 、 人 の 墜落 に 比べ 、 足 場 材 等 を 落下 させ て し 
まう リス ク は 相当 大 き な 数 に な る と 考え られ ます 。 セ ー フ ティ SK パ ネル の 安全 性 改善 目的 
の 一 つが 在 来 工法 の 大 量 の 単 管 パ イズ クラ ンズ 、 単 管 ジ ョ イン ト を 大 幅 に 減ら す と いう こ 
と で も あり ます 。 

た だ し 人 間 の 安全 帯 と は 異な り 、 全 て の 足場 材料 に 落下 防止 コー ド を 先 に 取り 付け て か ら 
組立 ・ 解 体 作業 を 行なう こと は 非 現実 的 で あり 、 こ の た め 注 意 し て いて も 作業 中 に 誤っ て 
物 を 落と す 可 能 性 は 残り ます 。 これ は セー フ テ ィ SK パ ネル の 工法 で も ゼロ に する こと は 困 
難 で す 。 

対策 と し て は 改め て いう まで も あり ませ ん が 、 以 下 の 徹底 に な り ま す 。 


1. 物品 落下 の お それ の ある 作業 区 域 は 交通 規制 を 行ない 、 第 三 者 を 無人 化す る 工事 関係 
者 も 作業 の 直下 に は 入ら な い 。 


2. 規制 区 域 以外 の 場所 に つい て も 隙間 か ら 何 か が 落ち る 箇所 が な いか 作業 前 に 点検 ・ 確 
認 し 、 不 備 が ある 場合 は 改善 され る まで 作業 し な い 。 
(足場 の 上 上 から だ け で は な く 必 ず 地 上 か ら も 状態 確認 ) 


3. 遠方 へ の 飛来 落下 の お それ の ある 強風 時 は 作業 を 行なわ な い 。 
(強風 時 に は コン パネ 等 は か な り 遠 くま で 飛ぶ ) 


4. シー ト 養 生 、 板 張り 大 生 、 側 面 防護 工 は 
① 組み 立て 時 は 足場 の 進捗 に 応じ 遅れ ず 進め て いく 。 
② 解体 時 は まとめ て 先 に 外さ ず 吊 り 足 場 上 の 部 材 搬出 ルー ト は 外さ ず 残 し て お く 。 
(但し シー ト を 外し た 後 の パ ネル の 変則 組み 等 の 状態 確認 は 必ず 励行 ) 


5. 転がり や すい 単 管 等 は 作業 床 に 置か ず に 支柱 付き の 台車 等 に 直接 積み 降ろ し 。 
( 床 置き する 場合 は 必ず 転がり 止め ) 
吊り チェ ー ン の 間 を 抜け る 短い パイ プ に 特に 注意 。 
クラ ンプ や 単 管 ジョ イン ト 等 の 小物 は 
① 組立 時 は 必要 以上 に 袋 か ら 出 さ な い 、 間 配り し な い 。 
② 解体 時 は すぐ に 袋 詰め する 、 ボ ックス パレ ッ ト に 入れ る 。 


これ ら の こと は セー フ テ ィ SK パ ネル 、 及 びそ の 工法 に 固有 の 事項 で は あり ませ ん が 、 過 信 ・ 
誤解 に よる 墜落 災害 と 同様 に 「 パ ネル 状 の ユニ ッ ト だ か ら 物 は 落ち な い 」 の 思い 込み 、 過 
信 は 禁物 で す 。 


注意 事項 の ポイ ント (現場 で 作業 に あたる 方 へ ) 


最後 に 、 セ ー フ ティ SK パ ネル ティ の 扱い に つい て 注意 すべ き ポ イン ト を 再度 以下 に まとめ 


て いま す 。 一 般 的 な 事項 と セー フ テ ィ SK パ ネル 特有 の 


事項 が あり ます が 、 何 れ も 基 本 的 


で 重要 な 内 容 で す 。 これ ら に 注意 し て 安全 に 作業 し て くだ さい 。 


時 組み 立て ・ 解 体 作業 に お いて は 安全 帯 は 二 丁 掛け で 常時 使用 する 。 
(外し て いる 一 瞬 に 何 か あ れ ば 手遅れ ) 

時 安全 帯 を 安全 に 取り 付け られ る 場所 が ある こと を 確認 し て か ら 作業 開始 する 。 
(な けれ ば 親 網 を 張る 、 チ ェ ー ン クラ ンプ を 取り 付け る 等 を 行なっ て か ら 作業 開始 ) 

還 セー フ テ ィ SK パ ネル の 構造 や 仕組 み を 理解 し て お く 。 
(パネ ル は 何 枚 も つなが っ て いる こと で 安定 し て いる 。 単独 の パネ ル は 不安 定 ) 

居 作業 手順 書 の 手順 、 方 法 を 守っ て 作業 する 。 
(横着 を し な い 、 自 分 で 勝手 な や り 方 を し な い ) 

慎 作業 前 に は 必ず これ か ら 組 み 進 め る 先 、 ま た は 解体 する 先 の 状況 を 確認 する 。 
(危な い 個 所 、 変 則 組 み が さ れ て いな いか 二 人 以 上 で 確認 し て か ら ) 

目 特に 解体 時 は シー ト を 外し た ら 必 ず 足 場 の 現況 を 確認 。 
(100 枚 が 通常 組み で も 1 0 1 枚 目 に 変則 組み が あり うる ) 

是 単純 な 繰り 返し 作業 に な ら な いよ うに 次 に 行う 作業 の リス ク を 確か め る (特に 解体 時 ) 。 
(吊り 元 、 チ ェ ー ン の フッ ク 、 パ ネル の ジョ イン ト 部 は まず 指 差 し 確認 ) 

財 何 か 変 だ 、 と 思っ た ら 作 業 を 中 断 し 、 解 決する まで 作業 を 進め な い 。 
(多く の 場合 、 危 険 に は 何 か の 兆候 が ある ) 

時 分 か ら な いこ と 、 判 断 で き な い こと が あっ た ら 必 ず リ ー ダ ー、 管 理 者 に 相談 。 
(て だ ろう 、 て の は ず だ 、 は 禁物 ) 

還 パネ ル の 組立 ・ 解 体 作業 (アサ ガオ 含む ) は 必ず 二名 以上 一 組 で 行なう 。 
(重い パネ ル が 傾い た ら 支 えき れ な い 。 相方 の 不安 全 行動 は 互いに 正 し 合う ) 

慎 高 所 作業 車 を 使っ た 作業 で は 、 足 場 側 は 高 所 作業 車 が 上 が っ て 来る まで 待つ 。 
( 先 に 、 先 に 、 を や りす ぎる と いつ か は 破綻 ) 

時 無理 を し な い 、 さ せな い 。 
(無理 な 姿勢 、 無 理 な 重 さ 、 無 理 な 速 さ は 破綻 の 元 ) 

時 自分 の 不安 全 行 動 は 相方 の 生命 を も 危険 に さら す 。 
(特に 後輩 は 先輩 の 不安 全 を 意見 し に くい 。 先輩 は 後輩 に 安全 の 模範 を 示す ) 

目 職長 ・ チ ー ム リー ダー は 安全 な 手順 ・ 方 法 を 常に メン バー に 指導 ・ 教 育 し て いく 。 
(早く 済ま せる コツ より 、 確 実 で 安全 な や り 方 を まず 身 に 付け させ る ) 


呈 アサ ガオ の 組立 ・ 解 体 時 は 作業 人 数 分 の 安全 帯 取 り 付け 設備 を 確保 し て お く ( 親 網 等 ) 
(自分 の 、 ま た 、 メ ン バ ー の 動い て いく 先 を 考え て 人 数 分 確保 ) 

園 アサ ガオ パネ ル は 外側 に 倒れ そう に な っ た ら す ぐ 手 を 放す 。 
(パネ ル は 回 転 し て も 落ち ず 、 人 だ け 落 ちる ) 

時 クレ ー ン を 使っ た アサ ガオ 組立 作業 で は 、 部 材 の 固定 が 終わ る まで ワイ ヤー で 確保 。 
解体 作業 で は ワイ ヤー で 確保 する まで は 部 材 を 緩め な い ・ 外 さ な い 。 
(僅か な 時 間 短 縮 の た め に 重大 事故 が 起こ る ) 


LMCO 


その 他 の ご 注意 


時 変則 組み を 行なっ た 場合 や 注意 の 必要 な 箇所 は 他 の 人 に 分 か る よう に 表示 。 

(僅か な 手間 を 怠り 、 人 が 落ち て か ら で は 手遅れ 。 組 立 作 業者 の み で な く 、 管 理 者 も 同じ 責任 ・ 義 務 が ある ) 
時 変則 組み や 要 注 意 箇 所 は 必ず 記録 し 、 解 体 者 に 申し 送り する 。 

(知っ て いる リス ク を 、 知 ら な い 人 に 正しく 伝え る の は 知っ て いる 人 の 義務 ) 


叶 交通 規制 し て いな い 場 所 で は 絶対 に 物 の 落ち な いよ うに 隙間 を 塞ぎ 、 勝 手 に 外さ な い 。 
(工事 に 関係 の な い 第 三 者 へ の 災害 は 絶対 に 起こ し て は な ら な い ) 
目 解体 前 に は 部 材 集 積 場所 、 部 材 搬送 ルー ト に 物 が 落ち る 危険 が な いか 足場 の 内 ・ 外 か ら 綿 密 に チェ ッ ク 。 


(問題 個所 が な いか 、 一 般 通行 者 の 視点 か ら も 必ず チェ ッ ク ) 


図 2 
ヨ 国 
NE ーー 
その 他 の 注意 
セー フ テ ィ SK パ ネル ティ の 吊り 足場 は 性 質 上 、 振 り 子 の よう に 吊り 下げ られ る 構造 で す 。 
この た め 、 チ ェ ー ン の 斜め 掛け を 行なう 箇所 が ある と 、 1 列 目 (や 2 列 目 ) に 組み 立て た 部 分 は レベ ル を \ ジョ イン ト 固 定 ボル ト 
出し て いて も 後 か ら 組 み 立 て た 列 に 押さ れ て レベ ル が ずれ て し まい ます 。 〇 フレ ー ム 
斜め 掛け の 部 分 を 含む 場合 は 一 度 に 一 つの 列 の み を 組み 進め ず に 、 横 断 方 向 に も 列 を 完成 させ て 重量 バラ 
ンス を 取り 、 レ ベル の 調整 を 行なっ て か ら 桁 方 向 ・ 横 断 方 身 と も に バラ ンス よく 組み 進め て くだ さい 。 図 1 の よう に 重ね る と 、 ト ラッ ク に 積み 込み 、 ロ ー 図 2 の よう に 、 ジ ョ イン ト 固 定 ボ ルト と フレ ー ム 
プ を 緩め た と き に 力 が 加わ り 、 下 の 足場 の ジョ イ が 当たら な いよ うに 千鳥 に し て 重ね て くだ さい 。 
ント 固定 ボル ト が 上 の 足場 の フレ ー ム に 当たり 、 安 
凹み が で き て し まい ます 。 


丁 BB T 吊 リ チェ ー ン は 曲り 方 に よっ て 台車 を 使用 する 場合 は 床 パネ ル 


強度 (許容 荷重 ) が 異な り ま す 。 へ 
計 画 ※ 角 度 (9) が 0" の 場合 養 生 を 板張り 補強 し て くだ さい 。 
の ーー 思 
1 列 目 さ 
衣 S 叶 2 パネ ル の 床板 に 台車 キャ ス ター 等 の 局部 的 で 大 き 
1 列 目 で は 水平 I 用 な 人 答 重 が は た らく と 床板 に 部 分 的 な 凹み が 発生 し 


ます 。 台 車 搬送 路 は 板張り 養生 する か 、 レ ー ル 式 
の トロ ッ コ 台車 等 を 使用 し て くだ さい 。 


ーー で (WU に 


1 
1 列 目 !! 2 列 目 3 列 目 ea 9) 
人 < ルー プ 吊 り 一 本 吊り 


5 6 II 4.21kN (430kg) 2.35kN (240kg) 
重力 で 全体 が 真下 に 下がっ て くる た め 、1 列 目 が 横 か ら 押 され る 
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1 列 目 端 部 が 上 が る 人 。 宏 
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札幌 支店 
仙台 支店 
東京 支店 
名 古屋 支店 
大 阪 支店 
広島 支店 
福岡 支店 
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